
 理論研究

グローバル化に対応して， 急ピッチで英語教育改革が進め

られている。 このような時代に求められる対話力の定義とそ

の対話力を鍛える方法を提案し， 日本人英語学習者にとっ

て重要な英語の語彙学習における理論について考察する。
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Abstract

Multiculturalism is the context of English education today. One of the goals 
of English teaching is, hence, enhancing skills required to be “a good global 
communicator,” who is defined as a person that can think and act globally, 
and can contribute to a creative consensus-making, always respecting human 
dignity. In a word, a global communicator should be a person who can overcome 
potentially conflicting differences. This paper discusses multiculturalism, global 
communicator, and consensus-making. To be a good global communicator, one 
needs to develop the ability to communicate in such a way as to produce creative 
and productive discussion. As a pedagogical device, we propose a method, which 
we call “D-in-D” (i.e., “debate in discussion” or “discussion in debate”). 
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1. 䈲䈛䉄に

ታ〣⊛な英語力の育ᚑが英語教育の⃻႐で求められている。 それ䈲教育⊛要⺧で䈅る

とห時に， ␠ળ⊛要⺧で䉅䈅る。 䇸英語が૶える日本人の育ᚑ䇹という⴫⃻がᢥㇱ⑼学⋭で

૶䉒れてਭしい。 このᮡ語の⢛後に䈲， ᓥ᧪の英語教育がታ〣⊛英語力の育ᚑとう䉁䈒⚿

䈶ついていないという෻⋭が䈅る。 ᦨㄭで䈲䇸グローバル化に対応し䈢英語教育改革䇹なる

ᢥ⸒が૶䉒れているが， ၮ本⊛に䈲英語が૶える日本人の育ᚑを⋡ᜰすということに㆑い

䈲ない。 ᢥㇱ⑼学⋭が⊒⴫し䈢䇸グローバル化に対応し䈢英語教育改革ታᣉ⸘↹䇹䋨2013
ᐕ12᦬13日䋩に䈲ᰴのようにᦠ䈎れている。

䇸ೋ╬中╬教育Ბ㓏䈎らグローバル化に対応し䈢教育ⅣႺ䈨䈒䉍を進める䈢め， ዊ学

ᩞにおける英語教育の᜛లᒝ化， 中 䊶 㜞╬学ᩞにおける英語教育の㜞ᐲ化な䈬， ዊ 䊶

中 䊶 㜞╬学ᩞをㅢ䈛䈢英語教育ో૕のᛮ本⊛లታを࿑る。 2020ᐕ䋨ᐔᚑ32ᐕ䋩の᧲੩

䉥䊥䊮ピッ䉪 䊶 䊌䊤䊥䊮ピッ䉪を⷗ᝪえ， ᣂ䈢な英語教育が本ᩰዷ㐿で䈐るように， 本⸘↹

にၮ䈨䈐૕೙ᢛ஻╬を฽め2014ᐕᐲ䈎らㅙᰴ改革をផ進する䇹
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そのផ進に䈅䈢䉍， ⸒語ᵴേの重ⷞ， 教ຬのᜰዉ力 䊶 英語力のะ਄， ᄖㇱ人᧚のᵴ↪，

ផ進ᜰዉ૕೙のᢛ஻， 学習೔㆐⋡ᮡの⸳定， ICT のᵴ↪による⥄Ꮖ学習のᒝ化な䈬が

重ὐ㗄⋡として᜼䈕られている。 䈘らに， ᢥㇱ⑼学⋭で䈲， 2014ᐕᐲ䈎ら䇸዁᧪， ࿖㓙

⊛にᵴべで䈐るグローバル 䊶 䊥ー䉻ーを育ᚑする䈢め， グローバルな␠ળ課㗴を⊒⷗ 䊶 ⸃

᳿で䈐る人᧚䉇， グローバルな䊎䉳䊈䉴でᵴべで䈐る人᧚の育ᚑ䇹䋨ᢥㇱ⑼学⋭， 2014䋩を
⋡ᜰし， その䈢めの䇸教育課程╬の⎇ⓥ㐿⊒䇹をⴕう㜞╬学ᩞを౏൐し， ⃻࿷ో࿖で56ᩞ
が SGH䋨䉴ー䊌ーグローバル䊊䉟䉴䉪ール䋩としてそれをታᣉしている。 これ䈲， ෩ኒに䈲，

英語教育というᨒౝでの䊒ロ䉳䉢䉪䊃で䈲ないが， 䇸グローバル化に対応で䈐る人᧚の育ᚑ䇹

ということ䈎らすれ䈳， ᒰὼ㑐ㅪが䈅る。

䇸グローバル化䇹䈲䉒れ䉒れをข䉍Ꮞ䈒␠ળ⁁ᴫで䈅って， そこで䈲䇸英語䈲で䈐てᒰ䈢䉍

೨䇹という考え方がᏱ⼂化している。 ታ㓙， 英語䈲 “global language” としての࿾૏を⏕

┙してお䉍， し䈳ら䈒䈲この࿾૏がំら䈓こと䈲ない䈣䉐う。 そこで本Ⓜで䈲， グローバル時

代において୘䇱人が⥄らのน⢻ᕈをಾ䉍ᜏ䈒というⷰὐ䈎ら英語教育をとらえ， そこで教育

⊛に૗が考ᘦ䈘れなけれ䈳ならない䈎について考察する。 ౕ૕⊛に䈲， ⃻࿷の時代⁁ᴫ

を䇸ᄙᢥ化を↢䈐る⁁ᴫ䇹としてとらえ， その中で↢䈐る୘人をグローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ー

と䉂なし， そこで求められる⾗⾰䈲૗䈎について考察する。 䉁䈢， 対話力をその⾗⾰の中

ᩭにᝪえ， 対話力を㙃ᚑする䈢めの方法論についてᚲ⷗をㅀ䈼る。

2. 多文化౒生

䇸英語教育の⃻࿷䇹を考えるに䈅䈢䉍， 䇸ᄙᢥ化౒↢䇹というⷞᐳがᩭᔃ⊛ᗧ๧をᜬつ䋨田

中ઁ， 2005䋩。 それ䈲， ⃻࿷の時代⁁ᴫ䋨英語を૶う時代⁁ᴫ䋩を⴫している䈎らで䈅る。

䉁䈝䇸ᄙᢥ化䇹のㇱಽで䈅るが， ಄ᚢ᭴ㅧの⚳Ὣと⋧଼って⚻ᷣのグローバ䊥䉷ー䉲䊢䊮の

േ䈐がടㅦ化し， ห時に， 㓸วන૏としての䇸᳃ᣖᕈ䋨ethnicity䋩䇹䈻の㑐ᔃが㜞䉁䉍， ᢥ

化⊛なᄙ᭽化が⿠こっている。 ৻方で䈲， ࿾⃿ⷙᮨでの䊗ー䉻ー䊧䉴化が進䉂， ઁ方で

䈲᳃ᣖ⊛なᄙ᭽ᕈがᒝ⺞䈘れるようになっ䈢。 これが䇸ᄙᢥ化⁁ᴫ䋨multiculturalism䋩䇹で

䈅る䋨なお， -ism 䈲䇸ਥ義䇹というᗧ๧がఝ൓で䈅るが， bilingualism を䇸ੑ⸒語૬↪⁁ᴫ䇹

と⸶すように， multiculturalism の -ism 䈲䇸ਥ義䇹と䇸⁁ᴫ䇹の䋲ㅢ䉍の⸃㉼が䈅る䋩。

ᄙ᭽ᕈ䈲ഃㅧᕈのḮᴰで䈅るが， ห時に೑ኂ䉇ଔ୯の対┙を↢䉃น⢻ᕈを⒁めてい

る。 そこで， ᄙᢥ化⁁ᴫに䈅って求められるのが䇸౒↢䇹で䈅る。 ここでいう䇸౒↢䇹をその䉁

䉁英語にすれ䈳 “living together” となるが， い䉒䉉る䇸౒᫮䋨symbiosis䋩䇹と඙೎する䈢め，

“conviviality” という英語を↪いることが䈅る䋨੗਄， 1986䋩。 本᧪䈲䇸㙺ኃ䇹のᗧ๧と理⸃

䈘れる “conviviality” という⸒⪲を䇸⇣⾰のઁ者䇹をᗐ定してౣ定義し䈢のが␠ળ学者 Ivan 
Iliich䋨1973䋩で䈅る。 䇸㙺ኃ䇹がⴕ䉒れる႐のౖဳ䈲䇸ኃળ䇹で䈅るが， ખ㑆ห士の㐽䈛䈢

ⓨ㑆としてで䈲な䈒， ⇣⾰のઁ者に䉅㐿䈎れ䈢ⓨ㑆ౝでの౒↢が conviviality なので䈅る。

ᄙ᭽ᕈ䈲対┙のḮᴰで䉅䈅るが，法ື学者੗਄㆐ᄦ䋨1986䋩によれ䈳，౒↢䋨conviviality䋩
という᭎ᔨに䈲， 㐽䈛䈢౒ሽ౒ᩕの䈅䉍ようで䈲な䈒， ⇣⾰のઁ者とಾ⏢℉⏴しながら対┙

䋨೑⋉対┙ 䊶 ଔ୯対┙䋩をਸ਼䉍⿧え， ෺方がᛚ⻌で䈐るような䉝䉟䊂䉝を↢䉂಴し， よ䉍よい

␠ળをᒻᚑするというᗧ๧วいが฽䉁れている。

英語䈲䇸グローバル⸒語䇹としてᓎഀをᜂう⸒語で䈅䉍， 䇸英語が૶える日本人䇹の育ᚑを
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ឝ䈕る英語教育䈲， 䇸ᄙᢥ化を↢䈐る䋨living multiculturalism䋩䇹とห᭽に䇸ᄙᢥ化౒↢

䋨conviviality in multiculturalism䋩䇹というⷞὐをᰳ䈒䉒けに䈲い䈎ない。 ᄙᢥ化を↢䈐る

䈢めに䈲， ⇣なる䉅のとの౒↢をታ〣するᔅ要が䈅る䈎らで䈅る。 そこで， 英語教育の㜞ᰴ

の⋡ᮡ䋨の䈵とつ䋩をឝ䈕ると， 䇸ᄙᢥ化を↢䈐る⁁ᴫにおいて， ৻人䈵と䉍の↢ᓤが䈢䈒䉁

し䈒， そしてしな䉇䈎に人↢をಾ䉍ᜏいていけるようなグローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ーとして育

つことをᡰេすること䇹となるで䈅䉐う。

3. グローバル ・ コミュニケーター

グローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ー 䋨global communicator䋩䈲， ᄙᢥ化౒↢のታ〣者で䈅る。

理ᔨ⊛に䈲， グローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ーと䈲䇸人㑆のዅ෩を大ಾにし， ਎⇇⊛ⷞ㊁で考

えⴕേで䈐， ഃㅧ⊛วᗧᒻᚑをዉ䈒ことので䈐る人䇹のことをいう。 これが╩者の考えで䈅る。

この理ᔨ⊛定義䈲， 䇸⇣なる䉅の， すな䉒䈤䇺㆑い䇻と䈬うะ䈐วう䈎， ということがグローバ

ル␠ળを↢䈐る਄でᦨ重要課㗴で䈅る䇹という೨提にၮ䈨いている。

㆑い䈲୘ᕈのḮᴰで䈅䉍， ᄙ᭽ᕈを↢䉂಴す。 そして， ᄙ䈒の႐ว， ᄙ᭽ᕈ䈲⼾䈎䈘

とつながる。 し䈎し， ห時に， ㆑い䈲⻉໧㗴のේ࿃に䉅な䉍うる。 䇸㆑い䇹䈲， ଀え䈳䇸ᐕ

㦂Ꮕ䇹䉇䇸↵ᅚᏅ䇹のように䇸Ꮕ䇹とኒធな㑐ଥに䈅る。 䇸Ꮕ䇹に䈲， 㘑ଶ 䊶 習ᘠ 䊶 ଔ୯ⷰと

いっ䈢ᢥ化Ꮕ䉅䈅れ䈳， り㐳䉇૕重， ᕈᩰの㆑いといっ䈢୘人Ꮕ䉅䈅る。 ᐕ㦂Ꮕ䉇↵ᅚ

Ꮕ， 䈅るい䈲ᢥ化Ꮕのように， ㆑いが䈅ることが⥄ὼな႐วが䈅る৻方， 䇸⽺ንのᏅ䇹のよう

に， ୘人のദ力䉇␠ળⅣႺな䈬によってᏅが↢䈛る႐ว䉅䈅る。 ⽺ንのᏅ䈲， ਇ౏ᐔ 䊶ਇ

ᐔ╬というᗵⷡと⚿䈶つ䈐， 䇸ၒめなけれ䈳ならないᏅ䇹として␠ળ໧㗴化䈘れる。 グローバ

ル␠ળで䈲， ධർᩰᏅのように㐿⊒េഥな䈬をㅢして⸃᳿しなけれ䈳ならない໧㗴がᢙᄙ

䈒ሽ࿷する。 ୘人䊧䊔ルでの஍⷗䉇Ꮕ೎䉅⓭䈐⹣めれ䈳䇸㆑いと䈬うะ䈐วう䈎䇹という໧㗴

と㑐ㅪが䈅る。

䈘て， ਄⸥のグローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ーの定義に䈲䇸人㑆のዅ෩䇹䇸਎⇇⊛ⷞ㊁䇹䇸ഃ

ㅧ⊛วᗧᒻᚑ䇹という䋳つの䉨ー䊪ー䊄が฽䉁れている。 この䉨ー䊪ー䊄䈲グローバル 䊶 䉮䊚䊠

䊆䉬ー䉺ーに求められる⾗⾰で䈅るとห時に， 教育の⋡ᮡで䉅䈅る。 䉨ー䊪ー䊄のᗧ๧を◲

නに⺑᣿しておこう。

╙৻に， 䇸人㑆のዅ෩䇹䈲䇸↢๮， り૕， ฬ⹷， 䊒䊤䉟バ䉲ー， ⦟ᔃ， ᕁᗐ， ା᧦といっ

䈢， ዅ䈒， ෩䈎で， ଚして䈲ならない人㑆としてのଔ୯䇹で䈅䉍， ઁ者との㑐䉒䉍においてᦨ

䉅重要なේ理䋨୶理䋩で䈅る。 ዅ෩に䈲䇸࿖ኅのዅ෩䇹䉇䇸᳃ᣖのዅ෩䇹といっ䈢㓸ว䊧䊔ル

のዅ෩䉅䈅るが， 䉒れ䉒れが໧㗴にするの䈲䇸୘人のዅ෩䇹で䈅る。 それ䈲ༀしᖡし䉇， ఝ

ഠのᲧセを⿥え䈢᥉ㆉ⊛ଔ୯で䈅䉍， それをዅ䈹こと䈲， ᄙᢥ化౒↢のታ〣において䈲ਇ

นᰳで䈅る。

╙ੑに， 䇸਎⇇⊛ⷞ㊁䇹䈲， 䇸੹ 䊶 ここ䇹のⷞᐳ䋨standpoint䋩䈎ら਎⇇を᏷ᐢ䈒とらえるⷞ

㊁䋨horizon䋩をᓧることで䈅る。 そして䇸੹ 䊶 ここ䇹の┙䈤૏⟎䋨ロー䉦ル䋩䈎ら਎⇇⊛ⷞ㊁䋨グ

ローバル䋩をᓧる䈢めのේ理が䇸ⷞὐ䇹䋨perspective䋩で䈅る。 ᣂ䈢なⷞὐをᓧることで， ᣂ

䈢な࿾ᐔをᜏ䈒ことがน⢻となる。 ここでいう䇸਎⇇⊛ⷞ㊁䇹と䈲， නにหᔃ౞⁁にᐢがるⓨ

㑆としての䉟䊜ー䉳で䈲な䈒， ᄙ᭽な਎⇇䋨ᄙ᭽なὶὐを䉅つ਎⇇䋩をౝ൮するⓨ㑆の䉟䊜ー

䉳で䈅る。 つ䉁䉍， ᄙᢥ化をౝ൮し䈢ⷞ㊁をᐢ䈕ることが， ここでいう䇸਎⇇⊛ⷞ㊁䇹で䈅る。
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そして╙ਃに， 䇸ഃㅧ⊛วᗧᒻᚑ䇹䈲， 䈘䉁䈙䉁な対┙䋨conflict䋩をਸ਼䉍⿧える䈢めに↢

↥⊛な䉮䊚䊠䊆䉬ー䉲䊢䊮をⴕい， ᒰ੐者ห士がฃ⻌น⢻と考える㝯力⊛なวᗧᒻᚑにዉ

䈒ⴕὑで䈅る䋨田中 䊶 ᷓ⼱， 1998䋩。 ᄙᢥ化⁁ᴫで䈲䈘䉁䈙䉁な課㗴とะ䈐ว䉒なけれ䈳な

らない。 ␠ળ課㗴の⸃᳿䈲ታലᕈの䈅る䉝䉟䊂䉝䋨䊯䉞䉳䊢䊮 䊶 ᡽╷案䋩をᔅ要とする。 その

䈢めに䈲， ⸃᳿を㒖ኂしている㔍ᚲを⓭䈐⎕る䉝䉟䊂䉝がᔅ要となる。 し䈎し， そうし䈢䉝䉟

䊂䉝を↢䉂಴すに䈲， ࿕定ⷰᔨ䈎らの⸃᡼䉇， その⚵䉂឵えがᔅ要となって䈒る。 それが，

ここでいう䇸ഃㅧ䇹で䈅る。 し䈎し， ഃㅧといって䉅， グローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ー䈲， න⁛

で૗䈎をഃㅧするので䈲ない。 䈘䉁䈙䉁な⢛᥊を䉅つ人䇱との䉮䊤䊗䊧ー䉲䊢䊮の中で， ෺

方が⚊ᓧで䈐るᒻで， ໧㗴を⸃᳿してい䈒という䇸౒ഃ䇹で䈅る。

ഃㅧ⊛วᗧᒻᚑをⴕうのにᔅ要なのが対話力， すな䉒䈤， 䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮をⴕう力で䈅

る。 䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮䈲， ୘䇱人が䉝䉟䊂䉝䉇ᖱႎをᜬ䈤ነって， ᣂ䈢な䉝䉟䊂䉝を౒につ

䈒るഃㅧ⊛な༡䉂で䈅る。 ୘の䉝䉟䊂䉝の✚๺એ਄の， ଔ୯の䈅る䉝䉟䊂䉝を↢䉂಴すⴕ

ὑが䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮で䈅る。 䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮䈲䉝䉟䊂䉝の౒ഃをน⢻にする䈣けでな䈒， そ

の⸒語化 䊶౒᦭化において䉅重要なᓎഀをᨐ䈢す。

グローバル␠ળで䈲， ␠ળ課㗴を⸃᳿する䈢めに， ⇣なっ䈢考えを䉅つ者が৻ၴにળし，

੕いの࿕定⊛なᕁ考のᨒ⚵䉂が䉅つ೙⚂をਸ਼䉍⿧えて， それ䈡れのᕁ考を↢↥⊛ 䊶 ഃㅧ

⊛にౣ✬ᚑすることが求められる。 䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮䈲，↢↥⊛でഃㅧ⊛な䉝䉟䊂䉝をഃ಴し，

౒᦭する႐で䈅る。 し䈎し， 英語教育の⃻႐において䈬のようにして対話力を㙃ᚑすれ䈳

よいの䈣䉐う䈎。

4. ኻ⹤力を㎊䈋るᣇᴺ

䉁䈝， 䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮䋨対話， ⼏論䋩に䈲い䈒つ䈎の⒳㘃が䈅䉍， それ䈡れ⋡⊛によって

䇸┙႐⴫᣿ဳ䇹䇸໧㗴⊒⷗ဳ䇹䇸໧㗴⸃᳿ဳ䇹な䈬と๭䈶ฬが⇣な䉍うる。 ┙႐⴫᣿ဳの䉅の䈲，

い䉒䉉る䊂䉞䊔ー䊃⊛要⚛がᒝい。 ৻方， ໧㗴⊒⷗ဳ， ໧㗴⸃᳿ဳの䉅の䈲， 䉮䊤䊗䊧ー

䉲䊢䊮による䉇䉍と䉍がᗐ定䈘れる䈢め䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮⊛要⚛がᒝいといえよう。 䊂䉞䊔ー䊃䈲

⥄ಽの┙႐を቞る “position game” で䈅䉍， ⥄ಽの┙႐を࿕቞する䈢めに， ᚢ⇛を✵䉍⋧

ᚻの┙႐のᒙὐを⓭䈒。 そこに䈲ൎ䈤⽶け䈲䈅って䉅ᣂ䈢なᗧ๧のഃㅧが⿠こること䈲ない。

৻方， 䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮䈲ද௛で䉝䉟䊂䉝䋨ᣂしいᗧ๧䋩をഃ಴する૞ᬺで䈅るというᗧ๧に

おいて “collaboration game” で䈅る。

し䈎し， 䈅る໧㗴についての┙႐をᗧᕁ᳿定する䊒ロ䉶䉴䈲， ┙႐のਥᒛという䊂䉞䊔ー

䊃⊛な要⚛䈣けでᚑ䉍┙つ䉅ので䈲ない。 ┙႐᳿定に⥋る䊒ロ䉶䉴に䈲ഃㅧ⊛な対話が฽

䉁れるというのが╩者の⷗⸃で䈅る。 すな䉒䈤， ┙႐⴫᣿に⥋るᗧᕁ᳿定に䈲䊂䉞䊔ー䊃と

䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮のਔ方の要⚛が฽䉁れている㵪debate in discussion䋨䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮の

中に䊂䉞䊔ー䊃の要⚛が䈅る䋩， discussion in debate 䋨䊂䉞䊔ー䊃の中に䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮の

要⚛が䈅る䋩 㵪ということで䈅る。 䋲つの要⚛が⛔ว䈘れ䈢方法を䇸D-in-D 䊜䉸ッ䊄䇹と๭䈹

ことがで䈐る。

4.1  ੎ὐ䋨issue䋩に䈧䈇て䈱┙႐⴫᣿

そこでここで䈲䇸┙႐⴫᣿ဳの䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮䇹を଀にとって， ↢↥⊛ 䊶 ഃㅧ⊛な䊂䉞䉴
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䉦ッ䉲䊢䊮力䋨対話力䋩を㙃ᚑする䈢めの英語教育の方法について䈵とつの提案をし䈢い。

┙႐⴫᣿をⴕう㓙の೨提として䇸੎ὐ䋨issue䋩䇹が䈅る。 “issue” というേ⹖䈲語Ḯ⊛に䇸૗

䈎䈎ら⊒↢する䇹というᗧ๧วいを฽䉃。 ૗䈎が issue で䈅る䈢めに䈲， ໧㗴のとらえ方が

ⶄᢙなけれ䈳いけない。 䈅る໧㗴を issue と๭䈹䈢めに䈲， A という考え方， B という考え

方といっ䈢ౕวにᦨૐ䋲つの⇣なるとらえ方がᔅ要で䈅る。 日本語でいうと， 䇸੎ὐ䇹で䈅る。

੎ὐのう䈤の， 䈬䈤ら䈎の考え方をㆬᛯするということ， これが┙႐⴫᣿ということで䈅る。

䈅る໧㗴についての┙႐をㆬᛯするということ⥄૕， ታ䈲， ഃㅧ⊛なⴕὑで䈅る。 という

の䈲， 䈬の┙႐をណᛯする䈎䈲， ໧㗴のᝒえ方によってᄌ䉒って䈒る䈎らで䈅る。 䊂䉞䊔ー

䊃のように， ┙႐を᳿めて䈎ら⼏論するので䈲な䈒， ⼏論をㅢして┙႐を᳿める䋨debate in 
discussion䋩， これが本Ⓜでいう䇸┙႐⴫᣿䇹で䈅る。 そして， ⼏論をㅢして┙႐を᳿めると

いうことを教育⊛にታ〣することで， グローバル 䊶 䉮䊚䊠䊆䉬ー䉺ーに求められる対話力の育

ᚑに⾗するというのが╩者の考えで䈅る。

4.2  ┙႐⴫᣿におけるኻ⹤

┙႐⴫᣿に䈲੎ὐが೨提として฽䉁れる。 すると， そこに䈲， ᗧ⷗を⴫᣿するという஥㕙

とその論᜚を␜すという஥㕙が䈅る。 䈘らに， ⴫᣿䈘れ䈢ᗧ⷗に対して⹏ଔするという஥㕙

とその⹏ଔの論᜚を␜すという஥㕙が䈅る。 ଀え䈳， 䇸中㜞৻⽾ᩞにおける೙᦯のᤚ㕖䇹が

੎ὐで䈅るとしよう。 ೙᦯䈲୘のᄙ᭽ᕈを೙㒢する௛䈐をするとห時に， 学ᩞに対するᗲ

⌕ 䊶 ⹶䉍の䉲䊮䊗ルで䉅䈅る。 このように䊒䊤䉴の஥㕙と䊙䉟䊅䉴の஥㕙が䈅る䈢め， ೙᦯を

Ꮌる⼏論䈲， issue にな䉍うる。

એਅ， 䇸中㜞৻⽾ᩞにおける೙᦯のᤚ㕖䇹という໧㗴をข䉍਄䈕， ౕ૕⊛なᚻ㗅を␜すこ

とで， 対話力を育ᚑするౕ૕⊛方法の提案をⴕい䈢い。 ᵴേとしての課㗴䈲， 教ቶౝで䋵，

䋶ฬのグルー䊒✬ᚑをⴕい， ฦグルー䊒がグルー䊒ౝでの䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮をㅢして⥄らの

┙႐を᣿ら䈎にするという䉅ので䈅る。 なお， これ䈲英語での対話力の育ᚑを⋡ᮡにしてい

るが， ここで䈲ଢቱ਄， 日本語の੐଀で⸃⺑する。 ここで提案する D-in-D 䊜䉸ッ䊄䈲， એ

ਅにㅀ䈼る䋵つの䉴䊁ー䉳䈎らᚑる。

㽲　Stage-1 䋺 ⥄↱にᗧ⷗をㅀ䈼る

䉁䈝， 䇸೙᦯のᤚ㕖䇹という੎ὐについて， ෳട者がグルー䊒ౝで⥄↱にᗧ⷗をㅀ䈼る。

ห䈛୘人で䉅䊘䉳䊁䉞䊑， 䊈䉧䊁䉞䊑の䈘䉁䈙䉁なᗧ⷗が಴て䈒る䈲䈝で䈅る。 ここで大ಾな

の䈲， ⥄↱にᗧ⷗をㅀ䈼るという႐ว， Ṽὼとὶὐの定䉁らないᗧ⷗を⴫᣿するので䈲な䈒，

ᗧ⷗の䊘䉟䊮䊃を᣿⏕にすることを求めることで䈅る。 䊑䊧䉟䊮䉴䊃ー䊚䊮グ䋨brainstorming䋩
䈲⥄↱にᗧ⷗を求めるౖဳ⊛なᵴേ䈣が， ᢥሼㅢ䉍䇸㗡の中の፲䇹で䈲， 䉝䉟䊂䉝が᜛

ᢔする䈣けで䈅る。 そこで， ↢↥ᕈを㜞める䈢めのᎿᄦとして， ⥄ಽのᗧ⷗を䋱ᢥ䋨one 
sentence䋩で⴫⃻することを⚂᧤੐とする。 これ䈲䉝䉟䊂䉝の⸒語化で䈅る。 そして， ᢥとし

て⴫⃻䈘れ䈢ᗧ⷗䈲䇸䉥ピ䊆䉥䊮䋨opinion䋩䇹と๭䈹ことがで䈐る。



䂔　　　䂓55

 Opinion 䋱　⊒⸒者　⢐定⊛

 Opinion 䋲　⊒⸒者　ุ定⊛

⊒⸒　㸢　　ᢥで⴫⃻  Opinion 䋳　⊒⸒者　⢐定⊛

 Opinion 䋴　⊒⸒者　⢐定⊛

 Opinion 䋵　⊒⸒者　ุ定⊛

⊒⸒を䈵とつのᢥで⴫⃻することで， 䇸中㜞৻⽾ᩞにおける೙᦯のᤚ㕖䇹についての䈘䉁

䈙䉁な䉥ピ䊆䉥䊮をᒁ䈐಴すことがで䈐るというのがここでの䊘䉟䊮䊃で䈅る。 એਅ䈲， その଀

で䈅る。

  1䋮  ೙᦯䈲ᚒがᩞの䉲䊮䊗ルで䈅䉍， ೙᦯を⌕ることに⹶䉍をᜬつ䈼䈐。

  2䋮   ୘のᄙ᭽ᕈを理ᔨにឝ䈕る本ᩞにおいて↹৻⊛な೙᦯を᛼しつけるの䈲理ᔨに෻

する。

  3䋮  中㜞↢によって䈲䊐䉜ッ䉲䊢䊅䊑ルで䈅るということに重䈐を⟎䈒。

  4䋮  ೙᦯が䈅れ䈳， い䈤い䈤૗を⌕ていこう䈎とㅅうᔅ要がない。

  5䋮  ㄭ㓞のⷫのᗧ⷗⺞ᩏによると， ሶ䈬䉅に䈲೙᦯を⌕䈘䈞䈢いというᗧ⷗がᄙい。

  6䋮   ೙᦯についてⷙೣをᄙ䈒すれ䈳それ䈣け， ⷙೣを቞ら䈞る䈢めに本ോで䈲ないᜰ

ዉに時㑆をഀ䈒ことになる。

  7䋮   ೙᦯をりにつけることで， 学↢としての⥄ⷡを㜞め， ㆆ䈶䊝ー䊄䈎らീᒝ䊝ー䊄に

౉ることがで䈐る。

  8䋮  ⚻ᷣ⊛に䉂れ䈳， ೙᦯の䈾うが⑳᦯よ䉍䉅቟䈒つ䈒。

  9䋮   Ფ日の䉮ー䊂䉞䊈ー䉲䊢䊮䈲㕙ୟ䈒䈘い䈎䉅しれないが， 䈅えてታ〣することが䊐䉜ッ

䉲䊢䊮ᗵⷡを⏴䈒ことに䉅つながる。

10䋮  ㆬᛯ⢇が䈅れ䈳೙᦯䈲䈅ってよい。 ㆬᛯ⢇によって↹৻化を๺ら䈕ることがで䈐る。

11䋮   ೙᦯という⸒い方を䉇めて， school jacket 䋨䉴䉪ール 䊶 䉳䊞䉬ッ䊃䋩と๭䈹ことでᗧ๧

วいが⇣なって䈒る。

12䋮  ೙᦯をၮ本⊛に೙ᐲ化するにして䉅， ೙᦯એᄖをㆬ䈹というㆬᛯ⢇䉅ਈえるとよい。

13䋮   ↵ሶ䈲䉵䊗䊮， ᅚሶ䈲䉴䉦ー䊃というの䈲お䈎しい。 ᅚሶに䉅䉴䉦ー䊃と䉵䊗䊮のㆬ

ᛯ⢇をਈえる䈼䈐。

このようにグルー䊒ౝで䈘䉁䈙䉁な䉥ピ䊆䉥䊮が಴て䈒るが， それをす䈼てグルー䊒ౝの

䇸䉥ピ䊆䉥䊮 䊶 䊂ー䉺䊔ー䉴䋨opinion database䋩䇹としてᢛ理する。 この䊂ー䉺䊔ー䉴䈲グ

ルー䊒のᵴേの⚿᥏で䈅る。 ୘䇱の䉥ピ䊆䉥䊮に⊒⸒者ᖱႎをઃけてお䈒こと䉅大ಾで䈅る。

䉁䈢， 䉥ピ䊆䉥䊮⟲䈲， 大䈐䈒ಽけると， 䇸⢐定⊛䋨Ⓧᭂ⊛䋩䇹䈎䇸ุ定⊛䋨ᶖᭂ⊛䋩䇹䈎といっ

䈢ಽ㘃䉅น⢻で䈅䉐う䋨EXCEL な䈬を೑↪して䊂ー䉺䊔ー䉴の૞ᚑをⴕうことがで䈐れ䈳理

ᗐ⊛で䈅る䋩。

䉥ピ䊆䉥䊮 䊶 䊂ー䉺䊔ー䉴を౒᦭することで， グルー䊒ౝで䇸೙᦯のᤚ㕖䇹についてのో

૕⊛なශ⽎を⍮ることがで䈐る䋨䉝䉟䊂䉝の౒᦭化䋩。 し䈎し， ⢐定⊛䉥ピ䊆䉥䊮とุ定⊛䉥

ピ䊆䉥䊮のᲧ₸によって୘人䈅るい䈲グルー䊒の┙႐が⥄േ⊛に᳿䉁る䉒けで䈲ない。䉁䈢，
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䈵とつの䉥ピ䊆䉥䊮がቢోに⢐定⊛䋨䈅るい䈲ุ定⊛䋩ということで䈲な䈒， その್ᢿ䈲程ᐲ

の໧㗴で䈅ることがᄙい。 そこで， 䉥ピ䊆䉥䊮の୘೎⹏ଔと重䉂䈨け䋨理↱䈨け䋩の૞ᬺが

ᔅ要となる。 それによって， ᦨ⚳⊛な⥄ಽの┙႐がᄌ䉒るというน⢻ᕈが䈅る䈎らで䈅る。

㽳　Stage-2 䋺 ฦ䉥䊏ニ䉥䊮䈱୘೎⹏ଔと䈠䈱理↱䈨け

このように䊐ル 䊶 䉶䊮䊁䊮䉴で䉥ピ䊆䉥䊮を⴫␜すると， Stage-1でのᚑᨐが౒᦭䈘れるよ

うになる。 そして Stage-2で䈲， グルー䊒ౝの৻人䈵と䉍がそれ䈡れᓧられ䈢䉥ピ䊆䉥䊮に

ついての್ᢿをⴕう。 ଀え䈳䇸೙᦯䈲ᚒがᩞの䉲䊮䊗ルで䈅䉍， ೙᦯を⌕ることに⹶䉍をᜬ

つ䈼䈐䇹というの䈲䈵とつの䉥ピ䊆䉥䊮で䈅る。 この䉥ピ䊆䉥䊮に್ᢿをടえる႐ว， 䋵Ბ㓏

䈎䋷Ბ㓏の⹏ଔዤᐲを↪いるという方法をណ↪することがで䈐る。 䈘らに， ್定のᩮ᜚を⸥

すという方法をណ↪する。 એਅがその଀で䈅る。

OPINION-1
　䇸೙᦯䈲ᚒがᩞの䉲䊮䊗ルで䈅䉍， ೙᦯を⌕ることに⹶䉍をᜬつ䈼䈐䇹

　　　䋷------------- 䋶 ------------- 䋵 ------------- 䋴 ------------- 䋳 ------------- 䋲 ------------ 䋱
 ቢోにหᗧ ᒝ䈒หᗧ 䉁䈅หᗧ 中㑆 䉁䈅෻対 ᒝ䈒෻対 ో䈒෻対

　ᩮ᜚ 䋺೙᦯を⌕るという⊒ᗐが学ᩞに対する⹶䉍と⚿䈶つ䈒の䈲⍴⛊⊛で䈅る。

OPINION-2
　 䇸୘のᄙ᭽ᕈを理ᔨにឝ䈕る本ᩞにおいて↹৻⊛な೙᦯を᛼しつけるの䈲理ᔨに෻す

る䇹

　　　䋷------------- 䋶 ------------- 䋵 ------------- 䋴 ------------- 䋳 ------------ 䋲 ------------- 䋱
 ቢోにหᗧ ᒝ䈒หᗧ 䉁䈅หᗧ 中㑆 䉁䈅෻対 ᒝ䈒෻対 ో䈒෻対

　ᩮ᜚ 䋺୘ᕈ䈲᦯ⵝのㆬ䈶方䈎ら䈲䈛䉁る。 ೙᦯䈲୘ᕈを伸䈳すᯏળをᅓってし䉁う。

Stage-1で㓸め䈢䉥ピ䊆䉥䊮を୘೎にᬌ⸛することで， ᗧ⷗のᄙ᭽ᕈに᳇䈨䈒とห時に，

੎ὐに㑐する⥄らの┙႐ 䊶 考えがᨵエにᄌ化すること䉅੍ᗐ䈘れる。 䉥ピ䊆䉥䊮がᢥとして

᣿␜化䈘れている䈢め， ৻ㅪの䉥ピ䊆䉥䊮を୘೎್ᢿすることがで䈐， その್ᢿのㆊ程を

⚻て， 䇸こういうᗧ⷗䈲ᕁい䉅つ䈎な䈎っ䈢䇹䇸これに対して䈲⏕䈎に⾥ᚑ䈣な䇹といっ䈢ౕว

に， ᔃがേ䈒ことが੍ᗐ䈘れる。 ᒰೋ䈲೙᦯に䈲෻対䈣っ䈢人で䉅， ೙᦯をᤚとする䉥ピ䊆

䉥䊮のす䈼てに෻対ということ䈲な䈒， ⥄らの⷗⸃を⋧対化し， ᨵエな್ᢿをⴕえるようにዉ

䈒のがここでの⁓いで䈅る。 13୘の䉥ピ䊆䉥䊮が䈅れ䈳， それ䈡れについて， ್ᢿをⴕう。

䉁䈢， 䈅る䉥ピ䊆䉥䊮に䇸ᒝ䈒෻対䇹という್ᢿをする人䈲， その理↱を␜すことで， ⥄ಽの

್ᢿの正ᒰᕈを⥄Ꮖチ䉢ッ䉪すること䉅で䈐る。

ၮ本⊛に䈲， グルー䊒ౝで಴䈢䉥ピ䊆䉥䊮を୘೎に৻人䈵と䉍が್定し， 理↱䈨けをす

るというのがここでの૞ᬺ䈣が， 時㑆⊛な૛⵨が䈅れ䈳␠ળ⺞ᩏ䋨䊥䉰ーチ䋩をⴕって， ᄖ

ㇱの人䇱が䈬う考えている䈎の್ᢿを求めること䉅考えられる。 䊥䉰ーチによってᄖㇱ್ᢿ
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がᓧられると， ୘䇱人が್ᢿをⴕう㓙のෳᾖ䊂ー䉺として೑↪すること䉅น⢻䈣䉐う。 䊥䉰ー

チし䈢⚿ᨐを䈘らなる䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮の႐にᜬ䈤ㄟ䉃ということがで䈐れ䈳， よ䉍⼾䈎な䊂䉞

䉴䉦ッ䉲䊢䊮をⴕうことがで䈐る䈣䉐う。

㽴　Stage-3 䋺 ⥄ಽ䈱┙႐を理↱とと䉅に᣿䉌䈎に䈜る

Stage-2の૞ᬺによって， ୘䇱人の੎ὐに㑐する⷗⸃が⋧対化䈘れる。 䇸೙᦯のᤚ㕖䇹

について䉅， 13の䉥ピ䊆䉥䊮に対する⥄Ꮖ್ᢿとして䋷つの䉥ピ䊆䉥䊮に䈲෻対䈣が， ᱷ䉍

䋶つの䉥ピ䊆䉥䊮に䈲⾥ᚑという⁁ᴫが↢䉁れる。 それ䈡れの್ᢿに䈲理↱がઃ䈘れている

が， ୘人としての┙႐を␜す䈢めに䈲， 䉥ピ䊆䉥䊮の重要ᕈの㗅૏な䈬を考ᘦし， ⋧対⊛

な್ᢿをⴕう。 この႐ว， 䇸ᤚ䇹䈎䇸㕖䇹のい䈝れ䈎の┙႐をとる。 そして， その理↱を⸥す。

この時ὐで， グルー䊒ౝの୘䇱人の⷗⸃が䇸ᤚ䇹䈎䇸㕖䇹によって定䉁ることになる。 これ

䈲， ⥄ಽのᗧ⷗を᣿⏕化する䊒ロ䉶䉴で䉅䈅る。 ここに䈲， ⥄ಽの┙႐を論᜚とと䉅に⋧

ᚻに␜すというᗧ๧において䊂䉞䊔ー䊃⊛要⚛が฽䉁れる。 し䈎し， ⋡ᮡ䈲， グルー䊒とし

てのᦨ⚳್ᢿで䈅る。 そして， グルー䊒としてのวᗧ䈲䊂䉞䊔ー䊃によってで䈲な䈒， 䊂䉞

䉴䉦ッ䉲䊢䊮によってᓧられる。 このᗧ๧において， ここで提案している方法䈲 “debate in 
discussion” 䋨䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮の中に䊂䉞䊔ー䊃の要⚛をข䉍౉れる䋩で䈅る。

㽵　Stage-4 䋺 グルー䊒として䈱ᗧᕁ᳿ቯをⴕ䈉

グルー䊒としてᦨ⚳⊛に， ᗧᕁ᳿定をしなけれ䈳いけないが， このᲑ㓏になると䊜䊮バー

の৻人䈵と䉍が⥄ᓞし䈢ෳട者として䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮にട䉒ることがで䈐る䈣䉐う。 Stage-4 
で䈲， ᵴ⊒な⼏論をㅢして， グルー䊒としてのวᗧᒻᚑをⴕうという⋡ᮡがఝవ䈘れる。 こ

こで䈲， それ䈡れのෳട者が⥄らの್ᢿを⼏論の䊁ー䊑ルにタ䈞， ✚ว⊛な್ᢿをⴕう

ことが求められる。 ᗧ⷗がಽ䈎れていて䉅， ᦨ⚳⊛に䈲䈅る┙႐をとるというのがここでの課

㗴で䈅る。 グルー䊒としてのวᗧがで䈐れ䈳， その್ᢿを正ᒰ化する䈢めの論᜚をෳട者

が⍮ᕺを಴しวって考える。 これが， 䉁䈘に↢↥⊛ 䊶 ഃㅧ⊛なวᗧᒻᚑのㆊ程で䈅る。 ⇣

なっ䈢ᗧ⷗をᜬつෳട者䈢䈤が進䉖でฃ⻌するような， よ䉍㝯力⊛でᅷᒰなวᗧ案をഃ಴

することを⋡ᜰすㆊ程が重要で䈅る。

㽶　Stage-5 䋺 ᢎቶౝ䈪グルー䊒ห჻䈱ᗧ⷗を಴しว䈉

それ䈡れのグルー䊒ౝでวᗧがᒻᚑ䈘れ， ᗧᕁ᳿定がな䈘れ䈢としよう。 ઒に䋵つのグ

ルー䊒が䈅る႐ว， それ䈡れのグルー䊒䈲グルー䊒の䉥ピ䊆䉥䊮 䊶 䊂ー䉺䊔ー䉴にၮ䈨

いて， 㽳䌾㽵の૞ᬺをㅢして， それ䈡れのวᗧに⥋っ䈢䈲䈝で䈅る。 そこで， Stage-5で
䈲， ฦグルー䊒がそれ䈡れの┙႐をᩮ᜚を␜しながら⊒⴫する。 㽲䌾㽵のᲑ㓏を⚻て⊒

⴫䋨presentation䋩をⴕうことで， ⥄ାと⏕ାを઻っ䈢⊒⴫になる䈲䈝で䈅る。 グルー䊒 A
䈲グルー䊒 B の⊒⴫を⡞䈒ことで， ⥄ಽ䈢䈤のグルー䊒で䈲಴な䈎っ䈢䉥ピ䊆䉥䊮にធす

ることがで䈐るน⢻ᕈが䈅る。 ᣂ䈢な䉥ピ䊆䉥䊮䈲， ᣂ䈢なᕁ考を⺃うน⢻ᕈが䈅る。 ᔅ要

が䈅れ䈳， 䋵つのグルー䊒のᗧ⷗を✚วして䋨Stage-4のᵴേをోグルー䊒でⴕうことで䋩教

ቶౝでの┙႐に㑐するวᗧᒻᚑをⴕうこと䉅น⢻で䈅䉐う。
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ㅢᏱ， ⼏論という䉅の䈲， 㕖↢↥⊛で㕖ഃㅧ⊛な⚿ᨐに⚳䉒ることがዋな䈒ない。 それ

䈲， Ṽὼと⸒い䈢いことを⸒う䈣けで⚳䉒る䈎らで䈅る。 そうで䈲な䈒， ᗧ⷗をᢥとして᣿␜

する， そしてᓧられ䈢䉥ピ䊆䉥䊮のそれ䈡れについて理↱を考えながら୘䇱人が್ᢿをਅ

す， ⋧対⊛な್ᢿの中で， ୘䇱人の┙႐を᣿⏕にする， そしてそれをグルー䊒ౝで㐿␜

し， ੹ᐲ䈲， グルー䊒としての┙႐を␜す䈢めの䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮をⴕう。 ここで䈲਄૏の⋡

⊛の䈢めに， ෳട者が⥄ᓞ⊛にそしてᨵエな䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮をⴕう。 こうしてᓧられ䈢⚿ᨐ

䈲， 䋨1䋩䉥ピ䊆䉥䊮が୘೎に್ᢿ䈘れ， 䋨2䋩それについて論᜚が考ᘦ䈘れ， 䋨3䋩その਄で୘

人⊛್ᢿがਅ䈘れ， 理↱がチ䉢ッ䉪䈘れ， 䋨4䋩ᦨ⚳⊛にグルー䊒として೔㆐し䈢วᗧで䈅䉍，

䊒ロ䉶䉴が᣿␜⊛で䈅るとห時に， ⺑ᓧ力が಴て䈒る。

5. お䉒䉍に

ᄙᢥ化を↢䈐る䉮䊚䊠䊆䉬ー䉲䊢䊮の力として対話力䈲ਇนㆱで䈅る。 ․に， 䈅る੎ὐを

Ꮌってวᗧをᒻᚑするという႐㕙で， ౏ᐔで， ഃㅧ⊛な䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮をน⢻にするᚻ⛯

䈐を〯䉖で対話がⴕえること， これが本᧪⊛なᗧ๧での対話力で䈅る。

英語教育において， 対話力を㙃ᚑする方法論として， 本Ⓜで䈵とつの䉝䉟䊂䉝を⚫੺し

䈢。 䊂䉞䊔ー䊃を․ᓽ䈨ける䇸䈢䈒䉁し䈘䇹と䊂䉞䉴䉦ッ䉲䊢䊮を․ᓽ䈨ける䇸しな䉇䈎䈘䇹を⛔ว

することで， ↢↥⊛でഃㅧ⊛な䉮䊤䊗䊧ー䉲䊢䊮をน⢻にし， そのታ〣⊛⸠✵をㅢして対話

力を鍛えるという䉅ので䈅る。
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Basic Lexical Competence in Second Language Learning

佐藤正伸

Masanobu SATO
慶應義塾大学大学院後期博士課程

Keio University
The Doctor’s Program of the Graduate School

Abstract

Lexical competence is a key indicator of L2 competence. This paper focuses 
on basic lexical competence, and defines it as “the ability to use basic words 
fully and differentially,” following Tanaka (2012). We discuss why basic lexical 
competence is hard to acquire, pointing out that the learner’s use of “search-
translation�eTuiYalent strategyµ is the main cause of difficulty. To help students 
acquire basic lexical competence, which is the foundation of lexical competence, 
we argue that schema-based approach to teaching L2 lexicon is promising. This 
paper summarizes the theoretical and analytical characteristics of the lexical core 
theory (Tanaka, 1990), a theory behind the schema-based instruction.

Keywords

L2 Lexical Competence, Lexical Learning Strategies, Semantic Discontinuity, 
Core Schema

1. 基本語力

1.1  語ᒵ力と䈲૗䈎

語彙力䈲૗䈎という໧いに対して， ৻⥸⊛に䈲䇸語彙のᗧ๧を૗୘⍮っている䈎䇹䉇䇸䋱

つのන語に㑐して， 䈬れ程の↪଀を⍮っている䈎䇹ということが話㗴になる。 し䈎し， これ䈲，

本ᒰのᗧ๧での語彙力をචಽにⷙ定する䉅ので䈅䉐う䈎。 ଀え䈳， 䋱ਁ語の英න語を⍮っ

ているということ䈲， 䈬ういう語彙力で䈅䉐う䈎。

䇸૗୘のන語を⍮っている䈎䇹䈲語彙力の৻ㇱで䈅るが， それ䈣けで䈲චಽで䈲な

い。 Chapelle 䋨1994䋩 䈲語彙力を⸥ㅀする㓙に， 䇸語彙૶↪のᢥ⣂䋨the context of 
vocabulary use䋩䇹䇸語彙⍮⼂䋨vocabulary knowledge䋩䇹䇸語彙૶↪に㑐する䊜䉺⹺⍮方

⇛䋨metacognitive strategies for vocabulary use䋩䇹の䋳つの要⚛が䈅ることを᣿ら䈎に

している。 語彙૶↪のᢥ⣂䈲語彙のᗧ๧にᓇ㗀をਈえる䉅ので䈅䉍， ᢥ⣂によってᗧ๧が

⇣なることの理⸃， 䈅るい䈲ᢥ⣂ଐሽのᗧ๧に対するᗵฃᕈが求められる。 語彙⍮⼂に

䈲， ⍮っている語彙のᢙの䉂なら䈝， それ䈡れの語の․ᓽ， 語ห士の㑐ଥな䈬に㑐する

⍮⼂が฽䉁れる。 そして， 䊜䉺⹺⍮方⇛䈲語彙૶↪の㓙の⒳䇱の方⇛で䈅䉍， “strategic 
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competence” と๭䈳れる䉅ので䈅る。 ଀え䈳， ⊛⏕な語ฏとして “bottle opener” がᕁい

಴䈞ないと䈐， I’m looking for something to open the bottle. のように， ᯏ⢻㕙に⌕⋡

して⴫⃻する力のことで䈅る。

語彙力の⼏論で䈲䇸↥಴語彙䋨productive vocabulary䋩䇹 と䇸ฃኈ語彙䋨receptive 
vocabulary䋩䇹を඙೎することが৻⥸⊛で䈅䉍， ฃኈ語彙が↥಴語彙にవ┙䈤， し䈎䉅ฃ

ኈ語彙の䈾うが↥಴語彙よ䉍䉅ᢙが࿶ୟ⊛にᄙいとい䉒れることがᄙい。 し䈎し， Melka 
䋨1997䋩のように， ↥಴䈎ฃኈ䈎のႺ⇇䈲程ᐲの໧㗴䋨a continuum䋩で䈅るとし， 学習者

の語に対するⷫኒᐲ䋨familiarity䋩が䈬のようにᷓ䉁る䈎の⊒㆐ㆊ程にᵈ⋡する⎇ⓥ者䉅い

る。Melka 䋨1997䋩䈲䇸ᮨ୮䋨imitation䋩䇹䇸理⸃䋨comprehension䋩䇹䇸ౣ↢䋨reproduction䋩䇹
䇸↥಴䋨production䋩䇹の䋴つのᲑ㓏を⚻て， 語に対するⷫኒᐲ䈲㜞䉁るという提案をⴕって

いる。 これ䈲， 語彙ᜰዉにおいて䉅␜ໂをਈえる提案で䈅るとᕁ䉒れる。

田中ઁ䋨2005䋩䈲䇸語彙力と䈲න語を૶いಽけつつ， ૶いಾる力で䈅る䇹と定義してい

る。 䇸૶いಽける䇹と䈲， ⁁ᴫ⊛に䈸䈘䉒しい語をㆬᛯするということで䈅る。 その⢛後に䈲，

ᗧ๧⊛に㑐ㅪし䈢語の૶い方䋨Ꮕ೎化䋩が䉒䈎るという೨提が䈅る。 䇸૶いಽけ䇹の⢛後に

䈲， 䇸ᒻが㆑え䈳， ᗧ๧䉅㆑う䇹というේೣが䈅る。 このේೣ䈲， ห義語䈲ሽ࿷しないという

ことで䈅䉍， ᗧ๧⊛にૃていて䉅䈬こ䈎に㆑いが䈅るということを␜ໂする䉅ので䈅る。 つ䉁䉍，

䇸૶いಽける䇹と䈲， ᗧ๧⊛に㑐ㅪし䈢語の中䈎ら⁁ᴫに䈸䈘䉒しい語をㆬᛯすることがで䈐

る䈎䈬う䈎， というㆬᛯ⢻力のことをいう。

৻方， 䇸૶いಾる䇹と䈲， 䋱つのන語の䇸ᗧ๧のน⢻ᕈ䇹をචಽに⴫⃻で䈐る䈎䈬う䈎を໧

う䉅ので䈅る。 ଀え䈳， put というേ⹖が䈅る႐ว， 䇸⋡⮎を䈘す䇹䇸⧎を↢ける䇹䇸ᚻを᜼䈕

る䇹といっ䈢⁁ᴫで put some eye drops in， put a flower in the vase, put one’s hands 
up のように⴫⃻で䈐る䈎䈬う䈎で䈅る， と Tanaka 䋨2012䋩䈲⺑᣿している。

૶ い ಽ け と ૶ い ಾ 䉍 の ⢛ 後 に 䈲， 䇸૶ い す 䈑䋨overextension䋩䇹 と䇸૶ い ᱷ し

䋨underextension䋩䇹が䈅る。 つ䉁䉍， ૶いಽけの力がないとこ䉐で䈲૶いす䈑が⿠こること

が੍ᗐ䈘れる。 ৻方， ૶いಾ䉍がで䈐ないということ䈲૶いᱷしが⿠こるということで䈅る。 す

ると， ╙ੑ⸒語の語彙習ᓧ䈲， ૶いす䈑と૶いᱷしを⹜ⴕ㍲⺋をㅢして⺞ᢛしながら， ૶

いಽけ， ૶いಾる力を₪ᓧすることと， 定義することがで䈐る。

本Ⓜにおいて， ╩者䉅田中ઁ䋨2005䋩の⷗⸃にᓥい， 語彙力を䇸語彙を૶いಽけつつ，

૶いಾる力䇹として定義し䈢い。 し䈎し， 語彙力のో૕௝を᣿ら䈎にする䈢めに䈲， この定

義䈣けで䈲චಽと䈲いえない。 というの䈲， ⁁ᴫ䉇話㗴に㑐ଥな䈒ᐢ䈒૶䉒れるၮ本語と，

話㗴に㑐ㅪする᜛ᒛ語の඙೎が಴て䈒る䈎らで䈅る。 このὐを〯䉁え， Tanaka 䋨2012䋩䈲，

䇸ၮ本語力䋨basic word competence䋩䇹と䇸᜛ᒛ語力䋨extended word competence䋩䇹という

᭎ᔨをዉ౉している。 つ䉁䉍， 英語のන語をో૕として考え䈢と䈐， 䇸૶いಽけつつ， ૶い

ಾる力䇹がන語力で䈅る。 し䈎し， Tanaka 䋨2012䋩䈲， 䇸න語力䋽૶いಽけつつ， ૶いಾ

る力䇹を䈘らに䇸ၮ本語力䇹と䇸᜛ᒛ語力䋨語彙の大䈐䈘 䊶 話㗴の᏷䋩䇹にಽけ，䇸ၮ本語力䇹と䈲，

㒢られ䈢ᢙのၮ本語を䇸૶いಽけつつ，૶いಾる力䇹ということで䈅䉍，৻方の䇸᜛ᒛ語力䇹䈲，

語彙の大䈐䈘䋨size䋩と話㗴の᏷䋨thematic range䋩を考ᘦし， その਄で䇸૶いಽけつつ， ૶

いಾる力䇹で䈅るという┙႐を␜している。 ၮ本語力が語彙力のၮ⋚で䈅䉍， そのၮ⋚の਄

に䋨䈅るい䈲そのၮ⋚とと䉅に䋩᜛ᒛ語力を㜞めてい䈒という᭴࿑で䈅る。 ᜛ᒛ語力と䈲， 䈅
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る․定の話㗴の中で㑐ㅪし䈢語⟲が䈅䉍， その語⟲中の語を૶いಽけ， ૶いಾるということ

で䈅る。

この語彙力のᝒえ方に対して， ╩者䈲， ၮ本語力において䈲䇸ၮ本語を૶いಽけ， ૶

いಾる力䇹という定義䈲චోで䈅るが， ᜛ᒛ語力について䈲， そ䉅そ䉅᜛ᒛ語の႐ว， ᗧ

๧のᐢが䉍がዊ䈘䈒， 䇸૶いಾる䇹のㇱಽ䈲重要ᐲがૐいので䈲ない䈎と考える。 䉃し䉐，

話㗴の中で㑐ㅪ語を૶いಽける力こそが᜛ᒛ語力で䈅るといえる。

本Ⓜで䈲․にၮ本語をと䉍䈅䈕る。 これ䉁で， ၮ本語䈲学習のೋ期Ბ㓏でㆣㆄする語で

䈅䉍， 中学ᩞの英語のᲑ㓏で学䈹ᯏળが䈅る語と䈘れて䈐䈢。 そして， 㜞╬学ᩞで䈲， ᣢ

習語として․Ბのᵈ⋡が⟎䈎れること䈲ዋない。 つ䉁䉍， ၮ本語䈲学習ೋ期Ბ㓏で学䈹◲

නなන語で䈅るという⹺⼂がᐢ䈒教Ꮷ， そして↢ᓤの中に䈅るようにᕁ䉒れるが本ᒰにそうな

ので䈅䉐う䈎。 本Ⓜで䈲ၮ本語の習ᓧにおける໧㗴と⸃᳿の䊍䊮䊃となる䉮䉝理論について

ㅀ䈼る。

1.2  基本語と䈲૗䈎

ㄉᦠで䈲， 語䈲㔍ᤃᐲによって䊤䊮䉪ಽけ䈘れてお䉍， ၮ本語䈲䊤䊮䉪䋱にዻす語で䈅る。

⎇ⓥ␠ 䇺英๺中ㄉౖ╙䋶 䋨1994䋩䇻 の႐ว， ⃻࿷䋴 Ბ㓏となっている。 ⍹Ꮉ䋨2000䋩䈲䊤

䊮䉪とそのᜰ定語ᢙを৻ⷩにしている。 それによると䇺英๺中ㄉౖ╙䋶 䇻の႐ว， 中学学

習程ᐲのၮ本語1000語， 㜞ᩞ学習程ᐲၮ本語1000語， 大学౉⹜䈎ら大学教㙃程ᐲ䉁で

のၮ本語2000語とᜰ定語をᬌ಴してお䉍， ว⸘⚂4000語になる。 し䈎し， この4000語䈲 
䇺英๺中ㄉౖ╙䋶 䇻 で䈲17ਁ3000語が෼㍳䈘れていること䈎ら， ో૕の⚂䋲䋦で䈅る。 ઁ

のㄉᦠでᲧセして䉅， ၮ本語を4000語と考え䈢႐ว， 䉳ー䊆䉝䉴䋹ਁ6000， ル䊚䊅䉴10ਁ，

䉡䉞䉵䉻䊛䋹ਁ， ロ䊮グ䊙䊮10ਁ2000に対して， それ䈡れ䋴䋦೨後と， ㄉᦠでၮ本語のභ

めるഀว䈲， ᭂめてዊ䈘いことが䉒䈎る。

し䈎し， ㄉᦠの✚㗁ᢙを2000㗁とし䈢႐ว， そのၮ本語の⺑᣿に⹥ᒰする㗁ᢙ䈲ో૕

の60䋦એ਄をභめる。 田中䋨2011䋩によれ䈳， 4000のၮ本語の中でᦨ重要なၮ本語䈲ฬ

⹖を㒰䈒と500語程ᐲのၮ本േ⹖， ၮ本ᒻኈ⹖， ၮ本೽⹖， ೨⟎⹖， ធ⛯⹖， 代ฬ⹖な

䈬で䈅䉍， その500語の⺑᣿でㄉᦠో૕の50䋦એ਄の㗁ᢙをභめているとㅀ䈼ている。 こ

れ䈲， この重要ၮ本語のᗧ๧のน⢻ᕈの大䈐䈘を‛語っている。

ၮ本語を್೎するၮḰ䈲䋱つで䈲ないが， ធ⛯⹖， ೨⟎⹖， ౰⹖， そしておそら䈒೽

⹖のように㗄⋡のᢙというὐでᢙのዋない䇸㐽䈛䈢範⇵䇹と， േ⹖， ᒻኈ⹖， ฬ⹖のように

ᢙがᐢ範に෸䈹䇸㐿い䈢範⇵䇹にಽ䈎れる。 䇸㐽䈛䈢範⇵にዻす語䇹 㵪೽⹖の႐ว䈲 -ly 
એᄖの೽⹖㵪䈲ၮ本語と䉂なすことがで䈐る。 䇸㐿い䈢範⇵䇹のേ⹖について䈲， ᭎ᔨ範

⇵ౝで૗がၮ本⊛䈎を᳿定するᔅ要が䈅る。 ଀え䈳⊒話േ⹖という᭎ᔨ範⇵䈣と， speak，
talk， say， tell が pronounce, announce, inform, negotiate, proclaim な䈬といっ䈢േ

⹖よ䉍䉅ၮ本ᕈが㜞いということになる。 䇸⒖േ䇹䇸㆜䉍ข䉍䇹䇸⹺⍮と್ᢿ䇹䇸ᗵᖱとାᔨ䇹な䈬の

᭎ᔨ範⇵が考えられ， それ䈡れの中でၮ本േ⹖を᳿定するというᚻ⛯䈐がᔅ要となる。 ᒻ

ኈ⹖の႐ว䉅᭎⇛ห䈛で， ᰴరᒻኈ⹖， Ꮻዻᒻኈ⹖， ᗵᖱᒻኈ⹖な䈬の᭎ᔨ範⇵をᗐ定

し，それ䈡れの中で，ၮ本ᒻኈ⹖を᣿ら䈎にするという方法が考えられる。 ฬ⹖の႐วに䈲，

話㗴にᏀฝ䈘れない౒ㅢ㗔ၞ䋨common domain䋩のฬ⹖が৻応ၮ本ฬ⹖として฽䉁れる。
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ฬ⹖を㒰䈒と500೨後の㗄⋡がၮ本語を᭴ᚑすると考えられる。 ౒ㅢしているの䈲， それ

䈡れの応↪範࿐がᐢいということで䈅る。 ታ㓙， 10ਁ語程ᐲが෼㍳䈘れている2000㗁程ᐲ

の䉰䉟䉵の英語ㄉౖをᗐ定し䈢႐ว， ၮ本語の⸥ㅀ䈣けで✚㗁ᢙの䋵ഀに෸䈹ということ䈲，

それ䈣け， ၮ本語のᗧ๧਎⇇の大䈐䈘を‛語っている。 で䈲， 日本人学習者にとってၮ本

語の習ᓧ䈲䈬のようにⴕ䉒れ， 䈬ういう໧㗴がそこに䈲ሽ࿷するので䈅䉐う䈎。

2䋮  基本語䈱学習における໧㗴

ၮ本語を૶いಽけつつ， ૶いಾる力がၮ本語力で䈅る。 ၮ本語力が⸒語ᵴേのၮ⋚で

䈅る。 し䈎し， 䈅る語のᗧ๧のน⢻ᕈを૶いಾれる䈎といえ䈳， 䈢いていの႐ว， ᭂめて

㒢定䈘れ䈢↪法に㒢られ䈢 underextension䋨૶いᱷし䋩という⃻⽎が⿠こる。 䉁䈢， ᗧ๧⊛

に㑐ㅪし䈢語を૶いಽけることがで䈐る䈎といえ䈳， これ䉁䈢， ૶いಽけの⋥ⷰをᓧること

が䉃䈝䈎し䈒， ⚿ᨐとして， overextension䋨૶いす䈑䋩という⃻⽎が⿠こる。 ታ㓙， 英語学

習において， underextension と overextension 䈲৻⥸⊛に䉂られる⃻⽎で䈅るといえる。

その㒖ኂ要࿃の大䈐な䉅のの䋱つ䈲， Უ語のᐓᷤで䈅る L1䊐䉞ル䉺の௛䈐で䈅ると╩者䈲

考える。

L1䊐䉞ル䉺䈲， એਅの࿑で␜しているように， ᖱႎಣ理する㓙の೙⚂となる。

□  4  ■ 

定し、それぞれの中で、基本形容詞を明らかにするという方法が考えられる。名詞の場合に

は、話題に左右されない共通領域（common domain）の名詞が一応基本名詞として含ま

れる。 

 名詞を除くと500前後の項目が基本語を構成すると考えられる。共通しているのは、それ

ぞれの応用範囲が広いということである。実際、10万語程度が登録されている2000頁程度

のサイズの英語辞典を想定した場合、基本語の記述だけで総頁数の5割に及ぶということ

は、それだけ、基本語の意味世界の大きさを物語っている。では、日本人学習者にとって

基本語の習得はどのように行われ、どういう問題がそこには存在するのであろうか。 

 
2. 基本語の学習における問題 

基本語を使い分けつつ、使い切る力が基本語力である。基本語力が言語活動の基盤で

ある。しかし、ある語の意味の可能性を使い切れるかといえば、たいていの場合、極めて限

定された用法に限られた underextension（使い残し）という現象が起こる。また、意味的に

関連した語を使い分けることができるかといえば、これまた、使い分けの直観を得ることがむ

ずかしく、結果として、overextension（使い過ぎ）という現象が起こる。実際、英語学習にお

いて、underextension と overextension は一般的に見られる現象であるといえる。その

阻害要因の大きなものの一つは、母語の干渉である L1 フィルタのはたらきであると筆者は

考える。 
 L1 フィルタは、以下のイラストで示しているように、情報処理する際の制約となる。 

 

L1 Filter 
 
INPUT      INTAKE    OUTPUT 

図１： 語彙学習における母語の関与 

                   

この図で INPUT は提示されたデータ、INTAKE は学習されたデータを指す。さて、ここ

で L1 フィルタが関係する箇所が３つある。第一に、どういうインプットがインテイクとして処理

されるかという問題に関して、母語との対応関係を見出しやすい表現はインテイクになりや

すい。第二に、インテイクの心的表象のしかたにおいて、L1 フィルタが関与するということで

ある。ここでは、母語を媒介にして英語表現の意味理解を行うということである。そして、第

三に、アウトプットの際にも L1 フィルタは関与する。日本語的な発想で英語の表現をすると

いうのがそれである。 
 L1 フィルタを制約として捉える際に、２つの関連した視点を考慮しておく必要がある。そ

の ひ と つ は 、 英 語 学 習 の 方 略 と し て 母 語 の 対 応 語 を 探 る と い う 
search-translation-equivalent （STE）strategy（Tanaka & Abe, 1984）である。これ

は、特に、母語体系が確立した思春期以降の学習者においては一般的であり、しかも、あ

る意味で不可避である。この方略の使用の可能性の有無が第一言語習得と第二言語習得

の決定的な違いであるともいえる。もうひとつの視点は、人は、既存の知識に依拠してしか

学習をすることができないという学習心理学上の原則である。Piaget によれば、学習とは環

࿑䋱　語ᒵ学習におけるᲣ語䈱㑐ਈ

この࿑で INPUT 䈲提␜䈘れ䈢䊂ー䉺， INTAKE 䈲学習䈘れ䈢䊂ー䉺をᜰす。 䈘て， こ

こで L1䊐䉞ル䉺が㑐ଥする▎ᚲが䋳つ䈅る。 ╙৻に， 䈬ういう䉟䊮䊒ッ䊃が䉟䊮䊁䉟䉪としてಣ

理䈘れる䈎という໧㗴に㑐して， Უ語との対応㑐ଥを⷗಴し䉇すい⴫⃻䈲䉟䊮䊁䉟䉪にな䉍

䉇すい。 ╙ੑに， 䉟䊮䊁䉟䉪のᔃ⊛⴫⽎のし䈎䈢において， L1䊐䉞ル䉺が㑐ਈするというこ

とで䈅る。 ここで䈲， Უ語をᇦ੺にして英語⴫⃻のᗧ๧理⸃をⴕうということで䈅る。 そして，

╙ਃに， 䉝䉡䊃䊒ッ䊃の㓙に䉅 L1䊐䉞ル䉺䈲㑐ਈする。 日本語⊛な⊒ᗐで英語の⴫⃻をす

るというのがそれで䈅る。

L1䊐䉞ル䉺を೙⚂としてᝒえる㓙に， 䋲つの㑐ㅪし䈢ⷞὐを考ᘦしてお䈒ᔅ要が䈅

る。 その䋱つ䈲， 英語学習の方⇛としてᲣ語の対応語をតるという search-translation-
equivalent 䋨STE䋩 strategy 䋨Tanaka & Abe, 1984䋩で䈅る。 これ䈲， ․に， Უ語૕♽

が⏕┙し䈢ᕁᤐ期એ㒠の学習者において䈲৻⥸⊛で䈅䉍， し䈎䉅， 䈅るᗧ๧でਇนㆱで䈅

る。 この方⇛の૶↪のน⢻ᕈの᦭ήが╙৻⸒語習ᓧと╙ੑ⸒語習ᓧの᳿定⊛な㆑いで䈅

ると䉅いえる。 䉅う䋱つのⷞὐ䈲， 人䈲， ᣢሽの⍮⼂にଐ᜚してし䈎学習をすることがで䈐

ないという学習ᔃ理学਄のේೣで䈅る。 Piaget䋨1963䋩によれ䈳， 学習と䈲ⅣႺ䈻の⹺⍮

⊛ㆡ応䋨cognitive adaptation䋩で䈅䉍， ㆡ応䈲ᣢሽの䉴䉨ー䊙䈻のห化䋨assimilation䋩と
䉴䉨ー䊙の⺞ᢛ䋨accommodation䋩の⋧੕૞↪をㅢしてⴕ䉒れる 䋨Piaget 1963䋩。 ╙ੑ⸒
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語学習の႐ว， ଀え䈳， Უ語としての日本語のᗧ๧૕♽がᣢሽの䉴䉨ー䊙を提ଏし， そ

の䉴䉨ー䊙でಣ理䈘れ䉇すい英語と䉴䉨ー䊙⥄૕をౣ✬するᔅ要の䈅る英語が䈅る， という

ことで䈅る。

い䈝れに䈞よ， ここでの䊘䉟䊮䊃䈲， 䇸⠡⸶⴫⃻をត䈞䇹という方⇛䉅䇸⹺⍮⊛ㆡ応の理論䇹

䉅， L1䊐䉞ル䉺の௛䈐がᄖ࿖語学習においてਇนㆱで䈅るということを‛語っている。 L1
䊐䉞ル䉺に䈲， ⽶の௛䈐䋨negative transfer䋩䈣けで䈲な䈒， 正の௛䈐䋨positive transfer䋩
䉅䈅る。 䊒䊤䉴の௛䈐についていえ䈳， Უ語をᇦ੺にすることによ䉍， 䊜䉺⸒語化䈘れる

䈢め， ᭎ᔨの理⸃がよ䉍⏕ታな䉅のとなるということ䉅䈅るし， 䉁䈢， encyclopedia 䈣と䈎 
representation な䈬といっ䈢⴫⃻䈲， 英語で䈒䈬䈒䈬⺑᣿するよ䉍䉅䇸⊖⑼੐ౖ䇹䇸⴫⽎䇹とい

う⸶語をᜬ䈤ㄟ䉃ことでኈᤃに理⸃することがน⢻となる䋨Swan, 1997; Nation, 2005䋩。 䉁

䈢， with reference to といっ䈢ᾫ語䉅そのౝኈを英語で⺑᣿しようとすれ䈳䉃䈝䈎しいが，

Უ語を೑↪น⢻な႐วに䈲， 䇸…に㑐して䋨ෳᾖしていえ䈳䋩䇹という⸶語がᗧ๧理⸃に䈲ච

ಽで䈅䉐う。

し䈎し， L1䊐䉞ル䉺䈲╙ੑ⸒語としての英語を学習する㓙に䈲， 䊒䊤䉴というよ䉍䉅䉃し䉐

䊙䉟䊅䉴に૞↪する௑ะがᒝい。 このこと䈲ၮ本語力の習ᓧにおいて․にそうで䈅る。 ここ

でᜰ៰してお䈐䈢い L1䊐䉞ル䉺の໧㗴䈲䋲つ䈅る。 その䋱つ䈲䇸ᗧ๧のಽᢿ䇹で䈅䉍， 䉅う䋱

つ䈲䇸ᗧ๧のή㒢㆚෸䇹という໧㗴で䈅る。 ଀え䈳， put を଀にすると， એਅのようになる。

She first puts foundation on. 䋨ᓐᅚ䈲䉁䈝䊐䉜䊮䊂ー䉲䊢䊮をႣる䋩

First, put a pan on the fire. 䋨䉁䈝䊐䊤䉟䊌䊮をἫに䈎け䉁す䋩

I forgot to put the detergent in the washing machine. 䋨ᵞữᯏにᵞ೷を౉れるのを

ᔓれ䈤䉆っ䈢䋩

She put flowers in a vase elegantly. 䋨ᓐᅚ䈲䉣䊧䉧䊮䊃に⧎を⧎↉に↢け䈢䋩

First, put headphones on. 䋨ᦨೋに， 䊓ッ䊄䊐䉤䊮をつけ䉁す䋩

Why don’t you put some eye drops in your eyes? 䋨⋡⮎を䈘し䈢ら䈬うです䈎䋩

They put a heavy tax on import goods. 䋨ャ౉ຠに重い⒢を課し䈢䋩

She put those Japanese poems into English. 䋨ᓐᅚ䈲その日本語の⹞を英語に⠡⸶

し䈢䋩

PUT 䋽䌻Ⴃる， 䈎ける， ౉れる， ↢ける， つける， 䈘す， 課す， ⠡⸶する，…䌽

日本語⴫⃻の䊥䉴䊃䈲， それ䈡れ㆑っ䈢േ⹖で䈅䉍， それ䈡れのᗧ๧のㅪ⛯ᕈを⺒䉂

ขること䈲䉃䈝䈎しい。 これ䈲， ᗧ๧のಽᢿの໧㗴で䈅る。 ห䈛 put が૶䉒れているએ਄，

な䉖ら䈎の౒ㅢ㗄が䈅ると考えるのが⥄ὼで䈅るが， このᕁい䈲 L1䊐䉞ル䉺をㅢしてᗧ๧ಣ

理䈘れることによ䉍ᝂ䈎れることになる。

䉅う䋱つのᗧ๧のή㒢㆚෸というの䈲， put 䈲䇸䈎ける䇹とห䈛ᗧ๧䈎， put 䈲䇸課す䇹とห

䈛ᗧ๧䈎， と考えれ䈳， ⛘え䈝， ᗧ๧の䉵䊧が⿠こる。 すると， 䈬こ䉁でいって䉅 put のᗧ

๧を⺑᣿することがで䈐ない， という੐ᘒが⊒↢する。 つ䉁䉍， E 䈲䌻J1, J2, J3, Jn䌽の㓸

วで䈅る。 し䈎し， J1䈲䌻E1, E2, E3, En䌽の㓸วで䈅る， という੐ᘒが⿠こる。 すると， E
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䈲 J1と╬しい㑐ଥにない。 そして， 䉁䈢， E2䈲䌻J5, J6, J7, Jn䌽の㓸วで䈅る。 そして，

J5䈲䌻E4, E5, E6, En䌽の㓸วで䈅る。 ଀え䈳 E 䋽 put䌻J1䋽⟎䈒， J2䋽課す， J3䋽౉れ

る，…䌽， J1䋽⟎䈒䌻E1䋽 put， E2䋽 place， E3䋽 set，...䌽な䈬といっ䈢ౕวにή㒢にᗧ๧

の๟࿁〝を࿁䉍⛯け， E と䈲䈬ういうᗧ๧䈎が␜䈘れない。 䈘らに䇸put 䋽⟎䈒䇹というよ䈒䉂ら

れる౏ᑼで䈲 First, put a pan on the fire. 䉇 Why don’t you put some eye drops in 
your eyes? のような଀が૞れないということになる。 な䈟なら， Ἣの਄に䊐䊤䉟䊌䊮を⟎䈐な

䈘いという⸒い方䈲ਇ⥄ὼ䈣䈎らで䈅る。

し䈎しながら， ╙ੑ⸒語学習者にとってන語を学習する㓙にᲣ語を೑↪すること䈲৻⥸

⊛で䈅る。 ᣂ಴語䈣と䈎ᣢ習語のᣂしい↪法に಴䈒䉒す䈢䈶に， 日本語との対応をត䉐う

とする。 ଀え䈳， John took a picture of Mt. Fuji. という↪଀の中で take の૶い方を理

⸃する㓙に， 䇸ን士ጊの౮⌀を᠟る䇹という日本語をలて， 䇸take a picture 䋽౮⌀を᠟る䇹

と理⸃する。 ೎の↪଀として Let me take your temperature. に಴䈒䉒䈞䈳， この take 
䈲䇸᷹る䇹として理⸃する。 こういう学習方⇛のことを Tanaka and Abe 䋨1984䋩䈲 “search-
translation-equivalent 䋨STE䋩 strategy” と๭䉖䈣。 STE 方⇛䈲， 学習䈲ᣢሽの⍮⼂

を䉅とにしてⴕ䉒れるという⥄ὼな学習ㆊ程を෻ᤋしてお䉍䋨Ausubel, 1968䋩， その૶↪䈲

⥄ὼで䈅䉍ਇนㆱで䈅る。 し䈎し， STE 方⇛の૶↪䈲⽶の⸒語ォ⒖䋨negative transfer䋩
をᒁ䈐⿠こすේ࿃と䉅な䉍うる。 take に䇸᷹る䇹という䇸ᗧ๧䇹が䈅ると考える学習者䈲， Let 
me take your waist. 䋨䉡䉣䉴䊃のኸ法を᷹䉍䉁し䉊う䋩と⴫⃻する䈎䉅しれない䋨正し䈒䈲

measure䋩。 これ䈲日本語䈎らの⽶のォ⒖で䈅䉍， STE 方⇛をᇦ੺にし䈢ォ⒖で䈅る 。
⸒い឵えれ䈳， ⸒語ォ⒖䈲╙ੑ⸒語習ᓧにおいてᔅὼ⊛なことで䈅る。 STE 方⇛䈲↪

଀䊔ー䉴でេ↪䈘れるということに䉅ᵈᗧをしてお䈒ᔅ要が䈅る。 䉅っと৻⥸化すれ䈳， 語彙

の学習䈲↪଀䊔ー䉴でⴕ䉒れる。 これを本Ⓜで䈲 “exemplar-based approach 䋨EBA䋩”

と๭䈹。 EBA 䈲， 学習䈲ਈえられ䈢䉰䊮䊒ル䋨䋽 exemplar䋩を䉅とにしてⴕ䉒れる䉅ので

䈅るという೨提に┙つ。 䉰䊮䊒ルの中に䈲学習䈘れ䉇すい䉅のとそうでない䉅のが䈅る。 䉁䈢，

䉰䊮䊒ルが䈅る語の૶い方を෻ᤋしている଻⸽䈲ない。 つ䉁䉍， EBA 䈲䉰䊮䊒䊥䊮グ 䊶 バ

䉟䉝䉴と学習਄のㆬᛯバ䉟䉝䉴に䈘ら䈘れているので䈅る。

学習者䈲語彙学習する㓙に， ౖဳ⊛な↪଀をㆬ䉖でๆ෼しようとする௑ะに䈅る。 これ

䈲 EBA におけるㆬᛯバ䉟䉝䉴の⚿ᨐで䈅るといえる䈎䉅しれない。 䈬の↪଀をㆬ䈹䈎䈲，

学習⚻㛎䉇૶↪㗫ᐲによってㆬᛯする௑ะに䈅る。 ଀え䈳， “bird watching” 䈲日本語

に䉅なっている⴫⃻で， 䈾と䉖䈬の学↢䈲この⴫⃻を⍮っている。 ᢥをቢᚑ䈘䈞る䈢めに䋳

つの語䈎らㆬ䈹໧㗴で䈲䋨“䈀see, look at, watch䈁 birds flying”のような䋩 学習者䈲な䈛䉂

の䈅る watch をᔅ䈝ㆬ䈹。 し䈎し， EBA の໧㗴として， ↪଀をⷡえようとする䉅の䉅䈅れ䈳，

ઁの䉅の䈲㒰ᄖ䈘れてし䉁う䉅の䉅䈅るということ䈣。 ଀え䈳， watch の႐ว， ㄉᦠでᗧ๧

を⏕⹺すると， ೨⸥し䈢 “bird watching” 䇸㊁㠽ⷰ察䇹のᗧ๧で૶う↪଀એᄖに䉅䇸↪ᔃす

る， ⋙ⷞする， ⋴∛する䇹な䈬のᗧ๧が䈅るが， 日本人学習者䈲， 教⑼ᦠ╬で಴て䈐䈢↪

଀の䉂をⷡえようとし， その㓙， ઁのᗧ๧↪଀䈲৻✜に学習するᯏળをᜬ䈢ない௑ะに䈅

る。 し䈢がってその↪଀䈲バ䊤バ䊤にᥧ⸥䈘れが䈤で䈅る。 このように↪଀のᗧ๧⊛な⋧੕

㑐ㅪᕈを⷗⪭としてし䉁う。

そこで， こうし䈢໧㗴を学習者がస᦯するに䈲， 䈬ういっ䈢教育⊛Ꮏᄦがⴕ䉒れなけれ



䂔　　　䂓65

䈳ならない䈎という໧㗴が಴て䈒る。 ╩者䈲， 䉮䉝理論にその䇸⸃䇹が䈅ると考える。 本Ⓜで

䈲， ၮ本語の中で䉅․にၮ本േ⹖のᗧ๧を䈬う⸥ㅀし䈢らよい䈎という໧㗴を䉮䉝理論を中

ᔃに䉂てい䈒ことにする。

3䋮  コ䉝理論

Bolinger 䋨1977䋩䈲， 䋱つの語に䈲語義を⛔᜝するようなో૕⊛なᗧ๧が䈅るとㅀ䈼てい

る。

　Now we find a single overarching meaning which performance variables 
imbue with local tinges that pass for distinct senses.

このように， Bolinger 䋨1977䋩䈲， 語彙の໑৻のో૕⊛な meaning を a single 
overarching meaning䇸䋱つのᒻに䈲䋱つのᗧ๧䇹と๭䉖で⸒語᥉ㆉ⊛な⃻⽎と䉂なして

いるようで䈅る。 田中䋨1990䋩䈲これを䇸䉮䉝䇹と๭䉖でいる。 Bolinger䋨1977䋩の਄⸥の⸥ㅀ

に䉂られるように， 䉮䉝䈲， ᄙ義ᕈを൮᜝するᗧ๧で䈅䉍， ᢥ⣂にଐሽしない中ᔃ⊛なᗧ

๧で䈅る。 ห᭽に， Miller 䋨1978䋩䈲， ᢥ⣂にଐሽし䈢ᗧ๧ౝኈとᢥ⣂にଐሽしないᗧ๧

ౝኈを඙೎するᔅ要ᕈが䈅るとㅀ䈼ている。

　... given an occurrence of line the problem is not to choose among fifty or 
more presorted concepts or rules but to sharpen a core concept in a manner 
appropriate to discourse and the sentence in which the word occurs. In other 
words, perhaps line looks to polysemous because lexicographers have dragged 
in a lot of contextual information that is really not part of its meaning.

つ䉁䉍， Miller䋨1978䋩䈲， line に䈲本᧪ core concept となる᭎ᔨが䈅䉍， その᭎ᔨを

⺣話䉇ᢥにว䉒䈞䈢ᒻでౕ૕化してい䈒ことがታ㓙に䈲ⴕ䉒れているので䈅るとਥᒛしてい

る。 つ䉁䉍 line がᄙ義語で䈅ると䈘れるの䈲， ㄉౖを✬㓸すると䈐に line の䋨本᧪のᗧ๧で

ない䋩䉮䊮䊁䉪䉴䊃ᖱႎをᗧ๧としてᜬ䈤ㄟ䉖でし䉁っ䈢䈎らで䈅るというのが Miller䋨1978䋩
の論ὐで䈅る。 Miller䋨1978䋩の考えの⢛後に䉅， ᢥ⣂にଐሽし䈢ᗧ๧ౝኈとᢥ⣂にଐሽ

しないᗧ๧ౝኈの඙೎がᗐ定䈘れている。

これらの考え方を࿑ᑼ化すれ䈳， 䉮䉝にၮ䈨䈒ᄙ義語のᗧ๧᳿定の䊒ロ䉶䉴䈲એਅのよ

うにឬ䈎れることになる。

□  㪎  ■ 

してしまう。 
そこで、こうした問題を学習者がస᦯するには、どういったᢎ⢒的Ꮏᄦが行われなければ

ならないかという問題が出てくる。筆者は、䉮ア理⺰にその䍀解䍁があるように考える。本Ⓜは

本Ⓜでは、基本語の中でも特に基本動詞の意味をどう記述したらよいかという問題を䉮ア理

⺰を中心に䉂ていくことにする。 

 

㪊. 䉮䉝ℂ⺰ 

Bolinger（1977）は、１つの語には語⟵を⛔᜝するようなో体的な意味があると述䈼てい

る。 
Now we find a single overarching meaning which performance variables imbue 

with local tinges that pass for distinct senses. 
このように、Bolinger（1977）は、語彙の໑一のో体的な  meaning を a single 

overarching meaning䇸ひとつのかた䈤にはひとつの意味䇹と๭䉖で言語᥉ㆉ的な現象と

䉂なしているようである。↰中（1990）はこれを䇸䉮ア䇹と๭䉖でいる。Bolinger の上記の記

述に䉂られるように、䉮アは、ᄙ⟵性を൮᜝する意味であり、ᢥ⣂に依存しない中心的な意

味である。ห᭽に、Miller（1978）は、ᢥ⣂に依存した意味ౝ容とᢥ⣂に依存しない意味

ౝ容を඙೎する必要性があると述䈼ている。 
... given an occurrence of line the problem is not to choose among fifty or more 

presorted concepts or rules but to sharpen a core concept in a manner 
appropriate to discourse and the sentence in which the word occurs. In other 
words, perhaps line looks to polysemous because lexicographers have dragged in 
a lot of contextual information that is really not part of its meaning. 

つまり、Miller は䋬line には本᧪ core concept となる᭎ᔨがあり、その᭎ᔨを⺣話やᢥ

に合わ䈞た形でౕ体ൻしていくことが実際には行なわれているのであるとਥᒛしている。つ

まり line がᄙ⟵語であるとされるのは、辞典を✬㓸するときに line の（本᧪の意味でない）

䉮ンテクスト情報を意味としてᜬ䈤ㄟ䉖でしまったからであるというのが Miller の⺰点であ

る。Miller の考えの⢛後にも、ᢥ⣂に依存した意味ౝ容とᢥ⣂に依存しない意味ౝ容の

඙೎が想定されている。 
これらの考え方を図ᑼൻすれば、䉮アに基䈨くᄙ⟵語の意味決定のプ䊨䉶スは以下のよ

うにឬかれることになる。 
 

Context-free                          Context-sensitive 
                                         sense 1 
CORE                                   sense 2 
                                         sense n 

図 2：䉮アに基䈨くᄙ⟵語の意味決定プ䊨䉶ス（↰中 1㪐㪐0） 

 
この図ᑼによれば、まず、ᢥ⣂から⁛立した意味知識を䉮アとして想定している。ᰴに、䉮

アがᢥ⣂の中で用いられ（ᢥ⣂の⺞ᢛ）、ᢥ⣂に依存した୘䇱の意味（sense）として解㉼さ

Context 

文脈の調整 文脈調整

࿑䋲　コ䉝に基䈨䈒多⟵語䈱ᗧ๧᳿ቯ䊒ロ䉶䉴䋨↰ਛ䋬1990䋩
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この࿑ᑼによれ䈳， 䉁䈝， ᢥ⣂䈎ら⁛┙し䈢ᗧ๧⍮⼂を䉮䉝としてᗐ定している。 ᰴに，

䉮䉝がᢥ⣂の中で↪いられ䋨ᢥ⣂の⺞ᢛ䋩， ᢥ⣂にଐሽし䈢୘䇱のᗧ๧䋨sense䋩として⸃㉼

䈘れるということで䈅る。 つ䉁䉍， ᗧ๧⍮⼂としてのᗧ๧と⸒語૶↪਄のᗧ๧を඙೎している

とこ䉐にこの䊝䊂ルの․ᓽが䈅る。 䈘らに， 田中䋨1990䋩の理論にᓥえ䈳， 䉮䉝といって䉅౞

の中ᩭのようなሽ࿷というよ䉍䈲， ᰴの࿑のように౞㍙の㗂ὐに⋧ᒰすると考えられる。

 

౞㍙ᒻの㗂ὐを䉮䉝の䉟䊜ー䉳としてᝒえ䇮 

䉟䊜ー䉳↹にすると右のようになる。 

 

౞㍙ᒻの౞のᐩ㕙䈲ᗧ๧の範࿐ 

࿑䋳　コ䉝䈱᭎ᔨ

ここでの೨提䈲， 人䈲， ⶄᢙの૶↪଀䈎らその語についての᭎ᔨをᒻᚑするということ

で䈅る。 ᭎ᔨᒻᚑ䈲， Ꮕ⇣化， ৻⥸化， ౖဳ化をㅢしてⴕ䉒れる。 Ꮕ⇣化䈲， 䇸䊥䊮䉯䇹

と䇸䊅䉲䇹を඙೎するように， A䋯㕖 A の㑐ଥを૞ることをいう。 ৻⥸化䈲， 䇸䊥䊮䉯䇹という䉮

䊃バでⶄᢙの対⽎をᜰ␜する㓙に⿠こる。 ᒻ 䊶 ⦡ 䊶 ๧ 䊶 ⥇いな䈬が㆑って䉅， 䇸䊥䊮䉯䇹とい

う䉮䊃バが૶↪น⢻なᄖᑧをᒻᚑするのが৻⥸化で䈅る。 Ꮕ⇣化しつつ৻⥸化するというの

が⸒語૶↪のታ⋧䈣が， Ꮕ⇣化と৻⥸化が⋧੕૞↪をするように૞↪するのがౖဳ化で䈅

䉍， これ䈲， ᭎ᔨ化のේ理で䈅る。 すな䉒䈤， い䉐い䉐な䊥䊮䉯を䊥䊮䉯として૕㛎すること

をㅢして䇸䊥䊮䉯という䉅の䇹という᭎ᔨをᒻᚑする， これがౖဳ化で䈅る。 ౖဳ化によって᭎

ᔨが૞られることで， 䊥䊮䉯と䊅䉲の㆑い， すな䉒䈤Ꮕ⇣化䉅น⢻となる。

᭎ᔨᒻᚑ䈲⸒語૶↪と⋧੕ᇦ੺⊛にⴕ䉒れる䉒けで䈅るが， それ䈲ᗧ⼂ਅでⴕ䉒れる

䈢め， ᒻᚑ䈘れ䈢᭎ᔨその䉅の䉅⸒語⋥ⷰの৻ㇱで䈅って， ᣿␜⊛な⺑᣿が⋥䈤にน⢻な

䉒けで䈲ない。 そこで， ᭎ᔨの䈅䉍ようを᣿ら䈎にするのが⹺⍮ᗧ๧論のਥ要な課㗴となる。

એਅで䈲， よ䉍ౕ૕⊛に本Ⓜの㑐ᔃ੐で䈅るၮ本േ⹖の䉮䉝ಽᨆについて䉂てい䈐䈢い。

4䋮  基本േ⹖䈱コ䉝ಽᨆ

田中䋨1990䋩䈲ၮ本േ⹖のᗧ๧䈲㑐ᢙ⊛で䈅るとㅀ䈼ている。 ฬ⹖に䈲ᜰ␜ᯏ⢻が䈅る

䈢め， な䉖ら䈎の対⽎をᜰすというᗧ⼂が௛䈒。 そこで， ฬ⹖が૶䉒れれ䈳， ૗䈎をᜰし

ているというᗧ⼂૞↪が↢䉁れる。 し䈢がって， ᄙ義のᕈ⾰にして䉅， ⶄᢙの語義を቟定し

䈢䉅のとしてᗐ定することがน⢻となる。 䈣が， േ⹖に䈲૗䈎をᜰすという௛䈐䈲ない。 䉃し

䉐， 䊝䊉を㑐ㅪ䈨けて䉮䊃として⴫⃻するにਇนᰳなのがേ⹖で䈅䉍， ᯏ⢻論⊛に䈲， 㑐ଥ

䈨けᯏ⢻が䈅る。 これが田中䋨1990䋩の論ὐで䈅る。 そこで଀え䈳， John と the window 
という䊝䊉が䈅䉍， それを John broke the window. と⴫⃻することで， 䇸䉳䊢䊮が⓹をഀっ

䈢䇹という䉮䊃䋨੐ᘒ䋩が᭴ᚑ䈘れるので䈅る。 この႐ว， break 䋨John, the window䋩と㑐ᢙ

⊛に⴫⃻することがน⢻となる。 fix 䋨John, the window䋩にすると fix が㑐ᢙにな䉍， そこ

䈎ら᭴ᚑ䈘れる੐ᘒ䈲⇣なる䋨Miller & Johnson-Laird, 1976䋩。
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ᗧ๧が㑐ᢙ⊛で䈅るということ䈲， その䉁䉁で䈲ᗧ๧が⏕定しないということで䈅䉍， ᗧ๧

の⏕定䈲ᄌᢙの୯による。 つ䉁䉍， ၮ本േ⹖のᗧ๧䈲ⶄ㔀でᄙጘにਗ਼るというのがታ⋧で

䈲な䈒， ታ䈲， න⚐でᦌᤒで䈅る， そしてᦌᤒᕈが䈅る䈎らこそ， 䈘䉁䈙䉁な⁁ᴫにㆡ↪

することがน⢻なの䈣， ということになる。 このන⚐でᦌᤒなᗧ๧を䈬う⴫⃻する䈎， そして，

න⚐でᦌᤒなᗧ๧䈎らᄙ᭽な↪法が↢䉁れるが， それを䈬う⺑᣿する䈎， これがᗧ๧論の

課㗴で䈅䉍， 英語教育においてၮ本語力の育ᚑの㎛となる。

田中䋨1990䋩䈲න⚐でᦌᤒなᗧ๧を䉮䉝としてᝒえ， その⴫⃻に䈲ో૕⊛で࿑ᑼ⊛な䉅

のと， その․ᓽをឬ౮する⸥ㅀ⊛な䉅のが฽䉁れると考える。 䇸࿑ᑼ䋨schema䋩䇹 と䇸⸥ㅀ

䋨description䋩䇹で䈅る。 John broke the window. の႐ว䈣と， 䇸䉳䊢䊮䈲⓹をഀる䇹という

੐ᘒを⴫⃻している䉒けで䈅䉍， ここでの break 䈲䇸ഀる䇹というᗧ๧としてੌ⸃䈘れる。 し

䈎し， John broke the world record. 䈣と䇸䉳䊢䊮䈲਎⇇⸥㍳を⎕っ䈢䇹とな䉍， ここで䈲

break 䈲䇸⎕る䇹と対応することになる。 䉁䈢， John broke the computer. 䈣と䇸䉳䊢䊮䈲䉮

䊮ピ䊠ー䉺をこ䉒し䈢䋨േ䈎な䈒䈘䈞䈢䋩䇹というᗧ๧วいで， ここで䈲 break が䇸ᯏ⢻を៊な

う䇹䈓らいのᗧ๧になる。 これらに౒ㅢしているのが䉮䉝で䈅䉍， break の䉮䉝䈲䇸ᄖ⊛な力を

ടえて， ૗䈎䋨のᒻ 䊶 ᯏ⢻ 䊶 ᵹれ䋩を䉮䊪䉴䇹と⸥ㅀすることがで䈐る。 この䉮䉝をㅢして， ⓹

の႐วに䈲， ⍹な䈬を䈹つけて⓹のᒻを䉮䊪䉴ということ， 䉮䊮ピ䊠ー䉺の႐วに䈲， ⺋ᠲ

૞な䈬をして䉮䊮ピ䊠ー䉺のᯏ⢻を䉮䊪䉴ということ， そして⸥㍳の႐วに䈲， ᣂしい⸥㍳を

಴すことによってこれ䉁で᦭ല䈣っ䈢⸥㍳のᵹれを䉮䊪䉴䋨⛘つ䋩， という⸃㉼がน⢻となる。

そしてそれを࿑ᑼ⊛に⴫␜し䈢のがએਅで䈅る䋨䇺E 䉭䉟䊃英๺ㄉౖ䇻䊔䊈ッ䉶䉮ー䊘䊧ー䉲䊢

䊮䋩。

□  㪐  ■ 

とが可能なのだ、ということになる。このන⚐でᦌᤒな意味をどう表現するか、そして、න⚐

でᦌᤒな意味からᄙ᭽な用法が↢まれるが、それをどう⺑明するか、これが意味⺰の⺖題

であり、英語ᢎ⢒において基本語力の⢒成の㎛となる。 

 ↰中（1㪐㪐0）はන⚐でᦌᤒな意味を䉮アとして捉え、その表現にはో体的で図ᑼ的なもの

と、その特ᓽをឬ౮する記述的なものが含まれると考える。䍀図ᑼ（schema）䍁 と䇸記述

（description）䇹である。John broke the window. の場合だと、䇸䉳䊢ンは⓹を割る䇹という

੐ᘒを表現しているわけであり、ここでの break は䇸割る䇹という意味としてੌ解される。しか

し、John broke the world record. だと䇸䉳䊢ンは世界記録を⎕った䇹となり、ここでは

break は䇸⎕る䇹と対応することになる。また、John broke the computer. だと䇸䉳䊢ンは䉮

ン䊏䊠ータをこわした（動かなくさ䈞た）䇹という意味合いで、ここでは break が䇸ᯏ能を៊なう䇹

䈓らいの意味になる。これらに共通しているのが䉮アであり、break の䉮アは䇸ᄖ的な力をട

えて、૗か（の形䊶ᯏ能䊶ᵹれ）を䉮䊪ス䇹と記述することができる。この䉮アを通して、⓹の場

合には、⍹などをぶつけて⓹の形を䉮䊪スということ、䉮ン䊏䊠ータの場合には、⺋ᠲ૞など

をして䉮ン䊏䊠ータのᯏ能を䉮䊪スということ、そして記録の場合には、ᣂしい記録を出すこと

によってこれまで有ലだった記録のᵹれを䉮䊪ス（⛘つ）、という解㉼が可能となる。そしてそ

れを図ᑼ的に表示したのが以下である（䇺㪜 䉭イト英๺辞典䇻㩿䊔䊈ッ䉶䉮ー䊘䊧ー䉲䊢ン㪀）。 

 

BREAK 

 

図䋴：break の䉮ア図ᑼ 
 

この図ᑼでは、学習者にとっての分かりやすさをఝవしており、䇸ᄖ的な力をടえて、૗

か（の形䊶ᯏ能䊶ᵹれ）を䉮䊪ス䇹という䉮ア記述を䇸形䊶ᯏ能を៊䈛る䇹と䇸ᵹれを⛘つ䇹に切り

分けて図ᑼൻしている。John broke the computer. といえば、通Ᏹ、䇸ᯏ能をこわした䇹と

いう意味合いだろうし、Mary broke the vase. といえば、通Ᏹ、䇸形をこわした䇹という意味

合いだろう。しかし、She broke her career to study abroad. になると、䇸⡯ᬺという⚻ᱧ

（ᵹれ）をこわした（中ᢿした）䇹という意味合いになる。いずれに䈞よ、䇸な䉖らかの力をടえ

ることで、૗かをこわす䇹ということにおいては共通している。 

 

㪌. ⷞⷡേ⹖の䉮䉝 

䉮ア理⺰では䇸形が違えば意味も違う䇹というਥᒛを行うが、、日本語の䇸見る䇹ということを

含意する 㫃㫆㫆㫂 と 㫊㪼㪼 では、形（語彙）が⇣なっており、意味も違うということになる。ᰴの଀で

࿑䋴　break 䈱コ䉝࿑ᑼ

この࿑ᑼで䈲， 学習者にとっての䉒䈎䉍䉇す䈘をఝవしてお䉍， 䇸ᄖ⊛な力をടえて， ૗

䈎䋨のᒻ 䊶 ᯏ⢻ 䊶 ᵹれ䋩を䉮䊪䉴䇹という䉮䉝⸥ㅀを䇸ᒻ 䊶 ᯏ⢻を៊䈛る䇹と䇸ᵹれを⛘つ䇹にಾ

䉍ಽけて࿑ᑼ化している。 John broke the computer. といえ䈳， ㅢᏱ， 䇸ᯏ⢻をこ䉒し䈢䇹

というᗧ๧วい䈣䉐うし， Mary broke the vase. といえ䈳， ㅢᏱ， 䇸ᒻをこ䉒し䈢䇹というᗧ

๧วい䈣䉐う。 し䈎し， She broke her career to study abroad. になると， 䇸⡯ᬺという⚻

ᱧ䋨ᵹれ䋩をこ䉒し䈢䋨中ᢿし䈢䋩䇹というᗧ๧วいになる。 い䈝れに䈞よ， 䇸な䉖ら䈎の力をട
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えることで， ૗䈎をこ䉒す䇹ということにおいて䈲౒ㅢしている。

5䋮  ⷞⷡേ⹖䈱コ䉝

䉮䉝理論で䈲䇸ᒻが㆑え䈳ᗧ๧䉅㆑う䇹というਥᒛをⴕうが， 日本語の䇸⷗る䇹ということを฽

ᗧする look と see で䈲， ᒻ䋨語彙䋩が⇣なってお䉍， ᗧ๧䉅㆑うということになる。 ᰴの଀で

⏕⹺することにする。

A䋩　I looked at you.
B䋩　I saw you in the park yesterday. 
C䋩　You looked happy.

し䈎し， see 䉅 look 䉅ᄙ義語で䈅る。 ᄙ義語と䈲ⶄᢙの㑐ㅪし䈢ᗧ๧をᜬっ䈢語というこ

とで䈅る。 McCaughren 䋨2009䋩䈲， polysemy 䈲䉩䊥䉲䊞語䈎ら᧪䈢䉮䊃バで䈅䉍， その語

のᗧ๧䈲， ⶄᢙのᗧ๧をᗧ๧するとㅀ䈼， 䈘らにᄙ義語䈲， ㅢᏱ䈲ⶄᢙのᗧ๧の䇸語Ḯ䇹

䉇ᗧ๧⊛㑐ㅪᕈが重要にな䉍， その䋱つにおいて䈲䊜䉺䊐䉜ーでよ䈒૶䉒れるとㅀ䈼ている。

ここでᄙ義語 see を଀に䉂よう。

see の䉮䉝 䋺䋼ⷞེⷡቭを௛䈎䈞， ૗䈎をⷞ㊁にᝒえる䋾

1.　I see what you mean.　䋨⸒い䈢いこと䈲䉒䈎䉍䉁す䋩

2.　I saw her yesterday.　䋨ᤓ日ᓐᅚにળっ䈢䋩

3.　I am seeing her.　䋨ᓐᅚとઃ䈐วっている䋩

4.　I see life.　䋨਎㑆を⍮る䋩

5.　I see the sight of Rome.　䋨ロー䊙を⷗‛する䋩

ห䈛 see という語が↪いられている୘೎↪法䈲， see というห৻のᒻᑼをᜬっている䈢め，

䉮䉝という౒ㅢするᗧ๧をᜬっているということになる。 એਅ䈲 see と look の䉮䉝࿑ᑼで䈅る。

□  㪈㪇  ■ 

確⹺することにする。 

 

A) I looked at you. 
B) I saw you in the park yesterday.  
C) You looked happy. 
 

しかし、see も look もᄙ⟵語である。ᄙ⟵語とはⶄ数の関連した意味をᜬった語という

ことである。McCaughren（2009）は、polysemy は䉩䊥䉲䊞語から᧪たことばであり、その語

の意味は、ⶄ数の意味を意味すると述䈼、さらにᄙ⟵語は、通Ᏹはⶄ数の意味の䇸語Ḯ䇹

や意味的関連性が㊀要になり、その一つにおいては䊜タフ䉜ーでよく使われると述䈼ている。

ここでᄙ⟵語 see を଀に䉂よう。 
see の䉮ア：䋼視ེⷡቭを௛か䈞、૗かを視㊁にとらえる䋾 
1. I see what you mean. (言いたいことはわかります） 
2. I saw her yesterday. （ᤓ日ᓐᅚにળった） 
3. I am seeing her. (ᓐᅚとઃき合っている） 
4. I see life. (世㑆を知る） 
5. I see the sight of Rome. 㩿䊨ー䊙を見物する） 

 

ห䈛 see という語が用いられている୘೎用法は、see というห一の形ᑼをᜬっているた

め、䉮アという共通する意味をᜬっているということになる。以下は see と look の䉮ア図

ᑼである。 
                      

        
図䋵：䉮アス䉨ー䊙: see と look の違い 

 
look の䉮アは䇸動૞ਥがᗵེⷡቭを௛か䈞るということ䋻視✢を対象にะけること䇹であり、 

see は䇸動૞ਥがᗵེⷡቭを௛か䈞て૗かをᗵ䈛るということ䋻対象を視㊁に捉えること䇹と

なる。I looked at you ではਥ体஥の視点が対象にะけられているのに対して、You 
looked happy の look は䇸ᗵེⷡቭを通して得られる対象のශ象を得る䇹ということであり、

対象஥の観点にὶ点がᒰたっていることになり、それぞれ意味が⇣なるが、対象に視✢を

ะけるということと対象がある䈸うにශ象を与えるということには㏜௝関係が䉂られる

（Terasawa, 2007）。see のᄙ⟵的な使い方についても、す䈼て䇸૗かを視㊁にとらえる䇹と

いうことでは共通している。辞ᦠでは see に䇸ઃき合う䇹という語⟵をタ䈞ているが、䇸習ᘠ

的に⋧ᚻを視㊁にとらえる䇹ということから䇸ઃき合う䇹はᵷ↢した意味合いであり、無関係で

はない。このように䉮アを理解することで、see と look の違いだけでなく、see のᄙ⟵的な

࿑䋵　コ䉝䉴䉨ー䊙 䋺 see と look 䈱㆑䈇

look の䉮䉝䈲䇸േ૞ਥがᗵེⷡቭを௛䈎䈞るということ 䋻 ⷞ✢を対⽎にะけること䇹で䈅

䉍， see 䈲䇸േ૞ਥがᗵེⷡቭを௛䈎䈞て૗䈎をᗵ䈛るということ 䋻 対⽎をⷞ㊁にᝒえるこ

と䇹となる。 I looked at you. で䈲ਥ૕஥のⷞὐが対⽎にะけられているのに対して， You 
looked happy. の look 䈲䇸ᗵེⷡቭをㅢしてᓧられる対⽎のශ⽎をᓧる䇹ということで䈅
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䉍， 対⽎஥のⷰὐにὶὐがᒰ䈢っていることにな䉍， それ䈡れᗧ๧が⇣なるが， 対⽎に

ⷞ✢をะけるということと対⽎が䈅る䈸うにශ⽎をਈえるということに䈲㏜௝㑐ଥが䉂られる

䋨Terasawa, 2007䋩。 see のᄙ義⊛な૶い方について䉅， す䈼て䇸૗䈎をⷞ㊁にᝒえる䇹と

いうことで䈲౒ㅢしている。 ㄉᦠで䈲 see に䇸ઃ䈐วう䇹という語義をタ䈞ているが， 䇸習ᘠ⊛

に⋧ᚻをⷞ㊁にᝒえる䇹ということ䈎ら䇸ઃ䈐วう䇹䈲ᵷ↢し䈢ᗧ๧วいで䈅䉍， ή㑐ଥで䈲な

い。 このように䉮䉝を理⸃することで， see と look の㆑い䈣けでな䈒， see のᄙ義⊛な૶い

方の理⸃に䉅つながる。

6䋮  お䉒䉍に

語彙力䈲英語力のᜰ㊎で䈅る。 本Ⓜで䈲， 田中ઁ䋨2005䋩にᓥって語彙力を䇸語彙を૶

いಽけつつ， ૶いಾる力䇹として定義し， 日本人学習者がၮ本語力をりにઃける㓙の本⾰

⊛な໧㗴についてㅀ䈼䈢。 䈘らに， そうし䈢໧㗴をਸ਼䉍⿧える䈢めに䉮䉝理論を⚫੺し， 理

論のᜬつ⺑᣿力についての考察をⴕっ䈢。 本Ⓜで䈲， ၮ本語力䈲⥄ὼなᒻで䈲りにઃ䈎

ないということ， それに㑐ㅪして， ၮ本語力をりにઃける䈢めに䈲૕♽⊛なᜰዉがᔅ要で

䈅るということが論ὐで䈅る。 ╩者䈲， ೨者の習ᓧの࿎㔍䈘と後者の࿑ᑼを૶っ䈢語彙ᜰዉ

の᦭ലᕈについて৻ㅪの⎇ⓥをⴕってお䉍， その⊒⴫䈲੹後の課㗴とし䈢い。

⻢ㄉ

本論ᢥの૞ᚑに䈅䈢䉍， ⚳ᆎㆡಾなഥ⸒を⾦䉍， 䉁䈢ᾲᔃな䈗ᜰዉをして䈒䈣䈘っ䈢⹺⍮

⸒語学のవ㚟者でおられる慶應義塾大学᡽╷䊜䊂䉞䉝⎇ⓥ⑼の田中茂範教᝼にᔃよ䉍ᗵ⻢

のᗧを⴫し䉁す。 田中వ↢の✬㓸਄の䉝䊄バ䉟䉴䈲， この⎇ⓥ論ᢥのቢᚑにਇนᰳで䈅䉍，

ේⓂを⺒䉖でい䈢䈣䈐， この論ᢥのౝኈを改ༀで䈐， ᄙ䈒の⾆重な䉮䊜䊮䊃をい䈢䈣䈐䉁し䈢。
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